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2 取扱説明書 WMF espresso NEXT

弊社のWMFｺｰﾋｰﾏｼﾝをお買い上げいただき誠にあり
がとうございます。

WMF espresso NEXTはｴｽﾌﾟﾚｯｿ、ｶﾌｪｸﾚｰﾑ、ｶﾌﾟﾁｰﾉ、ｶ
ﾌｪﾗﾃ、ﾐﾙｸｺｰﾋｰ、ﾗﾃﾏｯｷｱｰﾄ、ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ、熱湯を供給する
半自動ｺｰﾋｰﾏｼﾝです。

取扱説明書の指示に従ってくだ
さい
>  使用前に取扱説明書をお読みください。
> 取扱説明書、特に安全上の注意事項と「安
全性」の章の指示を遵守してください。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの警告注記に注意してください。
> 取扱説明書はｽﾀｯﾌや全ﾕｰｻﾞｰがいつでも
参照できるようにしてください。

 

感電死の危険あり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命の危険に
かかわるほど高圧です。

>  ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでください。
> 絶対にねじを緩めたり、外装部分を外した
りしないでください。

 

設置・使用条件
•  ﾒﾝﾃﾅﾝｽ規定や「ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ」の章にある規
定の遵守を怠った場合、損害が発生しても
一切責任を負いかねます。

> 取扱説明書の指示に従ってください。
> 試運転調整、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理に係る作業は
すべて、正規交換部品を使用する条件で
WMFｻｰﾋﾞｽ担当者によってのみ行われるこ
とが許可されています。

 

 注意
取扱説明書の記号とｱｲｺﾝに従っ
てください  
w 24ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 警告
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 105ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 93ﾍﾟｰｼﾞ以降

はじめに
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6 取扱説明書 WMF espresso NEXT

安全性

1 安全性

誤った使用法
•  安全上の注意事項に従わないと、
大怪我をすることがあります。
> すべての安全上の注意事項に必
ず従ってください。

 

1.1 一般的な安全上の注意事項

ﾕｰｻﾞｰに対する危険性
WMFの製品は、安全性に最大限配慮し
ていることが大きな特徴です。以下に記
載されている項目が守られていない場
合は安全装置の効果が保証されません：

> 使用前に取扱説明書をお読みく
ださい。
> ﾏｼﾝの管理責任者は従業員を教
育し、起こるおそれのある危険
について注意を促さなければな
りません。
> 高温になったﾏｼﾝ部分には触れ
ないでください。
> ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの周りに気を配り、落
とさないように注意してください。
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが足に落ちた場合を
考えて、頑丈な靴を装着してくだ
さい。

 

 警告

 注意
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安全性

> ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正しく機能しないか損
傷している場合は絶対に使用し
ないでください。
> 完全に組み立てられている状態
でのみ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを使用してくだ
さい。
> ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは使用を開始する前に
取扱説明書をよく読み、誤った操
作による怪我をしないようにして
ください。
> 内蔵されている安全装置はど
のような状況においても、絶対に
変更しないでください。
> ﾏｼﾝを8歳未満のお子様や身体が
不自由な方、知的能力の弱い方、
経験や知識不足の方が使用する
場合は、必ず十分な使用経験と
知識をお持ちの方がそばに付き
添い、正しい知識や指示でﾏｼﾝを
安全に使用し、発生するﾘｽｸを理
解した状態でお使いください。
> お子様にﾏｼﾝで遊ばせないでくだ
さい。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞやﾕｰｻﾞｰﾒﾝﾃﾅﾝｽをお子様
にさせないでください。

 

 注意
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安全性

安全装置が搭載されていても、ｺｰﾋｰﾏｼﾝ
の使用を誤ると危険です。怪我や健康被
害のおそれを避けるために、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを
使用する際には以下の指示に従ってくだ
さい。

感電死の危険あり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝ内の主電源電圧は生命
の危険にかかわるほど高圧です。
> ﾏｼﾝ外装は絶対に開けないでくだ
さい。
> 絶対にねじを緩めたり、外装部分
を外したりしないでください。
> 電源ｹｰﾌﾞﾙが損傷しないようにし
てください。曲げたり、押しつぶし
たりしないでください。
> 破損した電源ｹｰﾌﾞﾙは絶対に使用
しないでください。破損した主電
源ｹｰﾌﾞﾙの使用は危ないので、危
険を避けるために製造者またはｻ
ｰﾋﾞｽ担当者により交換を受けてく
ださい。

 

 警告
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安全性

> 電源ﾌﾟﾗｸﾞを水や液体に浸け
ないでください。水や液体を電
源ﾌﾟﾗｸﾞにかけないでください。 
ﾌﾟﾗｸﾞは常に乾燥した状態に保っ
てください。
> ﾒﾝﾃﾅﾝｽや修理の前にｺｰﾋｰﾏｼﾝを
電源から離してください。電源か
ら離すにはﾌﾟﾗｸﾞを引き抜きます。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽまたは修理を行う者は電
源が入っていないことを必ず目
視ではっきりと確認できなければ
なりません。

 

 警告
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安全性

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が
供給口から出てきます。
•  飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の
液体が供給口から排出されます。
このため、供給口や、隣接ｴﾘｱの
表面が高温になります。
•  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは供給中非常に熱くな
ります。
•  ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰからは、高
温のｽﾁｰﾑが供給されます。そのた
め、ｶｯﾌﾟとその周辺の表面が熱く
なります。
> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手
で持ったり、触れたりしないよう
にしてください。
> 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口
の下に触れないでください。
> 供給直後は供給口に触れないで
ください。
> ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを供給直後に持つ場
合はｸﾞﾘｯﾌﾟを握ってください。
> 飲料供給する前に、必ず供給口
下に適切な大きさの容器を置い
てください。

 

 注意
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怪我のおそれ
•  長い髪の毛や裾の長い服はｸﾞﾗｲ
ﾝﾀﾞｰに巻き込まれ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに引
き込まれるおそれがあります。
•  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが不注意により手や台
から落ちると、足を怪我する恐れ
があります。
> 髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保
護してください。
> ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを落とさないように注
意してください。

 

指などを挟むおそれ/怪我のおそ
れあり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪
我するおそれがあります。
•  ｶｯﾌﾟﾄﾚｲ付きのﾏｼﾝのﾌﾀを手で押
すと、怪我の危険があります。
•  ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰまたはｵｰﾄｽﾁｰﾑ
ﾚﾊﾞｰを操作する際、指などを挟
むおそれがあります。
> ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口
部に触れる場合、その前に必ずｺ
ｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、主電源から
ﾌﾟﾗｸﾞを外してください。
> ｶｯﾌﾟﾄﾚｰを閉じるときは注意しな
がら行ってください。

 

 注意

 注意
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安全性

健康被害のおそれ
•  飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用
に適した製品だけを使用してくだ
さい。
> 豆ﾎｯﾊﾟｰおよびﾏﾆｭｱﾙ投入口は、
用途に適した材料のみを充填す
るようにしてください。

 

健康被害のおそれ
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤は刺激性のため、注意
が必要です。
> 洗剤のﾊﾟｯｹｰｼﾞに記載されている
注意事項に従ってください。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄはﾊﾟﾈﾙ上に通知
が表示されてから使用してくだ
さい。

 

 注意

 注意
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安全性

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰと熱湯の
供給口から高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱
湯が出ます。
•  高温になった液体によって皮膚
が刺激を受けたり、火傷のおそれ
があります。
•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がた
まっていることがあります。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下
に手などを入れないでください。
> 洗剤は絶対に飲まないでくだ
さい。
> ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてくだ
さい。
> ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに触れたり動かした
りする場合には、適切な手袋を着
用のうえ作業をしてください。

 

 注意
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安全性

ｽﾘｯﾌﾟの危険あり
•  誤った使い方をした場合や、故障
している場合、ﾏｼﾝやﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰか
ら液体やｺｰﾋｰｶｽ、ｺｰﾋｰ粉が漏れ
出すことがあります。液体やｺｰﾋｰ
ｶｽ、ｺｰﾋｰ粉が原因で滑って怪我を
するおそれがあります。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝの密閉性が保たれてい
るか、水漏れがないか、定期的に
ﾁｪｯｸしてください。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝを設置している前方の
床面は必ず清潔な状態を維持す
るようにしてください。

 

 注意
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安全性

1.2 使用目的

誤った使用法
•  用途と異なるｺｰﾋｰﾏｼﾝの使用は、
怪我を招くおそれがあります。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝは本来の使用目的のみ
で使用してください。

 

•  WMF espresso NEXTは、様々なｺｰﾋｰ飲料とﾐﾙｸ飲料を供給
するように設計されています。
•  WMF espresso NEXTは業務用または商用での使用を意図
しておりますので、お店、ｵﾌｨｽ、食堂やﾎﾃﾙ、またはそのよう
な設置場所で専門ｽﾀｯﾌやﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けたﾕｰｻﾞｰによって
使用されることが前提となっています。
•  使用される製品、ｺｰﾋｰ豆、ﾐﾙｸは、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰでの
処理に対応できるものでなければなりません。消費期限を
過ぎた製品は加工に使用しないでください。
•  ｵﾍﾟﾚｰﾀｰは使用を開始する前に取扱説明書をよく読み、誤っ
た操作による怪我をしないようにしてください。

設置場所
•  本機はよく見える場所に設置してください。
•  本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性を備えた敷物
の上に設置すること。

 警告
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安全性

•  本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは水しぶきがかから
ない場所に設置してください。
•  水ﾎｰｽ、ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う場
所には、本機を設置しないこと。
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。

給水接続
•  TW15（DN 15、少なくとも DN 6 または 1/4 ｲﾝﾁ）ﾒｲﾝﾛｯｸ
ｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付きのﾎｰｽ接続（現場側で用
意）。2 l/min（低圧）で少なくとも 0.05 MPa（ 0.5 bar）の水圧。
2 l/min（標準）で少なくとも 0.3 MPa（3 bar）の水圧。最高水
圧0.6 Mpa（6 bar）。最大供給温度 35 °C。
•  新品のｺｰﾋｰﾏｼﾝおよび/または浄水ﾌｨﾙﾀｰに付属しているﾎｰ
ｽｾｯﾄを使用すること。使い古したﾎｰｽは再使用しないでくだ
さい。

重要！現地の水圧が0.6 MPa（6 bar）を超える場合には、最大
0.6 MPa（6 bar）に設定されるよう、必ず減圧弁をあらかじめ
作動させる必要があります。
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周辺温度
•  +5 °C ～ +35°C （寒いときは凍結防止のため水抜き。訓練
を受けたｻｰﾋﾞｽ技術者のみが給水装置を空にできます）。

使用
•  本機は必ずお手元の取扱説明書に従って使用してください。
取扱説明書と異なったり、取扱説明書から逸脱したりする使
用は、不適切とみなされます。これにより損傷が発生しても、
製造者は一切責任を負いかねます。
•  WMF espresso NEXTはｺｰﾋｰ、熱湯（飲料、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液）あるい

はﾐﾙｸ（冷蔵、低温殺菌、ﾎﾓ牛乳、ﾛﾝｸﾞﾗｲﾌﾐﾙｸ）を加熱・供給
するためのものであり、それ以外の使用は絶対に避けてくだ
さい。

衛生
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくお手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場所に、 
管理責任者が設置してください。
•  事務所やﾌﾛｱでの使用など、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽでｺｰﾋｰﾏｼﾝをご使用に
なる場合は、操作方法を心得たｽﾀｯﾌがｺｰﾋｰﾏｼﾝを管理しな
ければなりません。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けたｽﾀｯﾌがお手入れ措置
を守っていることを確認し、利用上の質問に対応するように
してください。
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1.3 設置・使用条件

火災のおそれ/事故のおそれあり
> ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀの章で規定されている
設置・使用条件は遵守しなけれ
ばなりません。
> ﾏｼﾝのﾌﾟﾗｸﾞを差し込む前に、 
接地する側の電源電圧と機銘板
に記載されている仕様情報が対
応していることを確認してくだ
さい。

 

設置・使用条件
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝは霜のつかない屋内で
のみ使用します。
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝを5 °C 以下の温度環境
で輸送または保管していた場合
は、試運転調整を行う前に必ず5
時間以上室内に置いて部屋の温
度に馴染ませてください。

 

 警告

ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w   105ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要

ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w   105ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w   93ﾍﾟｰｼﾞ以降
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安全性

設置・使用条件
> ｺｰﾋｰﾏｼﾝは最大相対湿度80 %ま
での結露のない状態で使用可能
です。
> 屋外での使用はできません。
> 数日または数週間以上運転休止
があった後の運転再開時には、ｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを2回以上実行し
たうえでｺｰﾋｰﾏｼﾝをご使用になる
ことを推奨します。

 

電気接続、給水接続、排水接続等の、現場側での準備作業は、
ﾏｼﾝの管理責任者が手配しなければなりません。一般的なも
のから国・地域で規定される法令に注意して認定設置者によ
り設置を行ってください。WMF ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱが担当できる
のは、用意された接続部にｺｰﾋｰﾏｼﾝを接続する作業だけです。
WMFｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱによる現場での据付作業は認められてい
なため、ｴﾝｼﾞﾆｱは据付の実施については責任を負いかねます。
機器の接続と使用開始の作業は必ずWMFｻｰﾋﾞｽが行います。

重要

ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w   105ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w   93ﾍﾟｰｼﾞ以降
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

2 序章
2.1 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

1 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟ（ーｶｯﾌﾟﾄﾚｲ下）

2 代替ﾐﾙｸ用ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ

3 ﾐﾙｸﾌｫｰﾑﾎﾞﾀﾝ

4 ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰ

5 ｵｰﾄｽﾁｰﾑ供給口

6 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ付左抽出ﾕﾆｯﾄ

7 供給口

8 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ

9 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ付右抽出ﾕﾆｯﾄ

10 ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ

11 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ供給口

12 熱湯ﾉｽﾞﾙ

13 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰ

14 ﾏﾆｭｱﾙ投入口

15 ｽﾁｰﾑ ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

16 熱湯ﾎﾞﾀﾝ

17 飲料ﾎﾞﾀﾝ

18 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ ｷｰ

19 ｶｯﾌﾟ台

20 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ ｽﾃｰﾀｽｲﾝｼﾞｹｰﾀ（赤 g ﾌﾙ/緑 g 空）

21 ｶｯﾌﾟ照明

22 ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁ



22 取扱説明書 WMF espresso NEXT

ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ

熱湯
95 °C

熱湯（大）
95 °C

ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ 2 ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ 2 ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ

ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ 2 ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ 2 ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ

ﾏｸﾞ 2 ﾏｸﾞ 2 ﾏｸﾞ XL

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾘｽﾄﾚｯﾄ ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ
ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ

ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ ﾌｧｲﾝ

ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ 標準

2825 2627

23 30 29

2826 2724

23

序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

23 ﾒﾆｭｰﾊﾟｯﾄ（゙ﾒｲﾝﾒﾆｭｰを開く）

24 ｵｰﾄｽﾁｰﾑ ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

25 機能ﾗｲﾝ

26 手動追加

27 ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ

28 ｼｰﾌﾞｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

29 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ ｲﾝｼﾞｹｰﾀ

30 熱湯ﾎﾞﾀﾝ

供給可能表示

抽出ｸﾞﾙｰﾌﾟ 右抽出ｸﾞﾙｰﾌﾟ 左
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序章 | ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各部名称

ｵﾌﾟｼｮﾝ

34

31

33

32

31 豆ﾎｯﾊﾟ（ー大）（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

32 ｱﾒﾘｶｰﾉ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

33 ｵｰﾄﾐﾙｸ供給ﾉｽﾞﾙ（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

34 ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ（2本目、ｵﾌﾟｼｮﾝ）
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序章

取扱説明書の記号とﾏｰｸ

安全上の注意事項 怪我のおそ
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度から重度の怪我を負うことがあり
ます。
 

安全上の注意事項 怪我のおそ
れあり
安全上の注意事項に従わないと操作ﾐｽにつ
ながり、軽度の怪我を負うことがあります。
 

感電 高温のｽﾁｰﾑ

指などが挟まれるおそれ 高温の表面

ｽﾘｯﾌﾟの危険あり

物損についての注意事項
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対して
•  設置場所に対して
> 必ず取扱説明書の指示に従ってください。
 

注意事項/ﾋﾝﾄ
•  安全な取り扱いのための注意事項や、操
作を容易にするためのﾋﾝﾄが記載されてい
ます。

 

 警告
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 26ﾍﾟｰｼﾞ
安全上の注意事項　お手入れ  
w 71ﾍﾟｰｼﾞ
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ  
w 105ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項

ﾋﾝﾄ
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序章

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰを呼び出す
	✻「ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰが表示されます。
他の表示方法もあります w ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ。

用語集

用語 解説
•    •  箇条書き、選択ｵﾌﾟｼｮﾝ
	✻   	✻ 各作業ｽﾃｯﾌﾟ

斜字ﾃｷｽﾄ ｺｰﾋｰﾏｼﾝの状態の説明または自動ｽﾃｯﾌﾟの解説

容量 例えば：浄水ﾌｨﾙﾀ処理能力（ℓ）
湿らし行程 香りを強く出すために、実際に抽出を行う前にｺｰﾋｰ

に少量の熱湯が注がれます。
硬度 °dKHで表示水の硬度は、飲料水に含まれるｶﾙｼｳﾑ

の量を表します。
追加 ｺｰﾋｰや水等の、飲料用ﾚｼﾋﾟの構成要素。
飲料供給 ｺｰﾋｰおよび熱湯の供給口
飲料ﾃｽﾄ 検証
ﾀﾝﾌﾟ 抽出前に行うｺｰﾋｰ粉のﾌﾟﾚｽ。
ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽ 抽出ﾕﾆｯﾄの中間すすぎ（ﾌﾗｯｼｭ）
ﾊﾞﾘｽﾀ ｺｰﾋｰのｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾀｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌｨﾙﾀｰ
ﾒｲﾝｺｯｸ 止水栓、ｱﾝｸﾞﾙ弁
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操作 | 操作に関する安全上の注意事項

3 操作
3.1 操作に関する安全上の注意事項

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が供給口か
ら出てきます。

•  飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供
給口から排出されます。このため、供給
口や、隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

•  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは供給中非常に熱くなります。
•  ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰからは、高温のｽﾁｰﾑ
が供給されます。そのため、ｶｯﾌﾟとその周
辺の表面が熱くなります。

•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲが適切にﾛｯｸされていないと、
高温の液体による火傷の危険があります。

•  破損したﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰやﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰｲﾝｻｰ
ﾄ、いっぱいにし過ぎたﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰｲﾝｻｰﾄの
使用は、深刻な火傷に繋がるおそれがあり
ます。

> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持ったり、
触れたりしないようにしてください。

> 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
>  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを供給直後に持つ場合はｸﾞﾘｯﾌ
ﾟを握ってください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | その他書類

> 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切
な大きさの容器を置いてください。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰが正しく取り付けられているか、
必ず確認してください。

> 不具合や傷などのない状態でのみﾎﾟｰﾀﾌｨ
ﾙﾀｰとﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰｲﾝｻｰﾄを使用してください。

>  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは所定の最大量までで、ｺｰﾋｰ粉
を入れてください。

 

健康被害のおそれ
•  飲食用であり、ｺｰﾋｰﾏｼﾝでの使用に適した
製品だけを使用してください。

> 豆ﾎｯﾊﾟｰおよびﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは、用途に適し
た材料のみを充填するようにしてください。

 

3.2 その他書類
ｸｰﾗｰｵﾌﾟｼｮﾝ
•  ｸｰﾗｰの操作説明書に従ってください。

3.3 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる
ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁはﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ下面のﾏｼﾝ中央にあり 
ます。
	✻ ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁを押す

信号音が鳴ります。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁが入り、加熱がｽﾀｰﾄします。
ﾎｯﾄﾘﾝｽが自動的に始まります。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝで飲料供給準備が整うと、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙに
供給可能と表示されます。

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ

3.4 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ
ご使用いただけるﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは3種類です。
I ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S ＝8～11 g
II ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M ＝10～16 g
III ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ L ＝15～21 g（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

空のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを飲料の供給前にｾｯﾄしておく必要
があります。

•  稼働中の抽出が終わる前にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを
取り除くと、抽出ﾕﾆｯﾄが破損する恐れがあ
ります。

>  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの取り外しは必ず抽出が完了し
てから行ってください。ﾒｯｾｰｼﾞがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
に表示されます。

> 飲料ﾎﾞﾀﾝを再度押すと、抽出を中断でき 
ます。

> 抽出が終了すると、LEDﾗｲﾄが緑色に点灯
します。

 

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾘｽﾄﾚｯﾄ ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ

重要

I ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S

II ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M

III ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ L
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操作 | ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ

3.4.1 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ ｽﾃｰﾀｽｲﾝｼﾞｹｰﾀ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに、どのﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰがどの抽出ﾕﾆｯﾄで使用
されているか表示されます。数字はﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾀｲﾌﾟ
を示します。

ｽﾃｰﾀｽ：ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが使用されていません。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲには、使用可能なすべてのﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰと、
それに対応する飲料ｵﾌﾟｼｮﾝが表示されます。

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

ﾘｽﾄﾚｯﾄ 2 ﾘｽﾄﾚｯﾄ 2 ﾘｽﾄﾚｯﾄ XL

ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ 2 ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ 2 ﾚｷﾞｭﾗｰｺｰﾋｰ XL

I ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S

II ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M

III ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ L
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操作 | ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ

【表示】ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ I を使用する場合

このﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾀｲﾌﾟで対応可能な飲料が表示され
ます。

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾘｽﾄﾚｯﾄ ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ

【表示】ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ II を使用する場合

このﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾀｲﾌﾟで対応可能な飲料が表示され
ます。

2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 ﾘｽﾄﾚｯﾄ 2 ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ ﾀﾞﾌﾞﾙ

使用済みﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にしないままでいると、ｶｽ
を取り除いて空にするようﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。

I ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S

II ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M

III ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ L

I ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S

II ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M

III ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ L

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ左をｶﾗにしてください。
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操作 | ﾐﾙｸを接続する（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

3.5 ﾐﾙｸを接続する（ｵﾌﾟｼｮﾝ）
ﾐﾙｸﾎｰｽは、ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを使って、ﾐﾙｸｺﾝﾃﾅをｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾐ
ﾙｸﾌｫｰﾏｰと接続します。ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙはｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの後
ろにあります。

	✻ ﾐﾙｸ容器をｸｰﾗｰから外す
	✻ ﾐﾙｸ容器のﾌﾀを後ろにずらず
	✻ ﾐﾙｸをﾐﾙｸ容器に注入
	✻ ﾌﾀを再び容器の上にｾｯﾄ
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをﾐﾙｸｺﾝﾃﾅのﾌﾀにある接続口に
挿入します
	✻ ﾐﾙｸ容器を慎重に押し戻す

ﾐﾙｸ用ｲﾝｼﾞｪｸﾀ（ーｵﾌﾟｼｮﾝ）

•  ﾐﾙｸの供給は、適切なWMFﾐﾙｸｸｰﾗｰが取
り付けられている状態でのみ使用可能で
す。ﾐﾙｸｸｰﾗｰなしで運転する場合には、必ず
WMFﾐﾙｸﾗﾝｽを使用する必要があります。

 

注意事項
•  ﾐﾙｸ用ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰは毎日ｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてくだ
さい。

•  ﾐﾙｸﾎｰｽは折り曲げないでください。
 

	✻ ﾐﾙｸ容器をｸｰﾗｰから外す
	✻ 牛乳ﾊﾟｯｸをｺｰﾋｰﾏｼﾝの右側に置きます
	✻ ﾐﾙｸ用ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰのｷｬｯﾌﾟを開けます
	✻ ﾌﾟﾗｸﾞｱﾝﾄﾞｸﾘｰﾝｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをﾐﾙｸﾗﾝｽに接続します
	✻ ﾐﾙｸ用ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰをﾐﾙｸﾊﾟｯｹｰｼﾞに差し込む

ﾐﾙｸ用ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰはﾐﾙｸﾊﾟｯｹｰｼﾞの底まで届かなけれ
ばなりません。

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降

注意事項
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3.6 飲料供給
飲料ｷｰをﾀｯﾌﾟすると、飲料の供給が始まります。

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの取り外しは必ず抽出が完了してから
行ってください。
ﾒｯｾｰｼﾞがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。
	✻ 飲料ﾎﾞﾀﾝを再度押すと、抽出を中断できます

適切なﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄします。
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にしてください。
直前の飲料供給は完全に終了していることが前提
です。
•  ﾎﾞﾀﾝ点灯 ＝ 供給可能
•  ﾎﾞﾀﾝ消灯 ＝ 供給不可/ﾎﾞﾀﾝが無効

	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞは適切な高さに調整します
	✻ ｾｯﾄしたﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの下に適切なｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを配
置します
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

ｺｰﾋｰ豆はﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ内で直接挽きます。ｺｰﾋｰ粉は抽
出ﾕﾆｯﾄで自動的にﾀﾝﾋﾟﾝｸﾞされます。
飲料供給が開始されます。

ﾘｽﾄﾚｯﾄ

9.0

23

92

bar

秒

°C
70 110

7.0 11.0

抽出中。飲料供給中のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
の表示。

ﾎﾞﾀﾝの割り当て  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ﾚｼﾋﾟの変更  
51ﾍﾟｰｼﾞ
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操作 | 手動でｺｰﾋｰ粉を供給する

	✻ 飲料の供給が終わったら、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にし 
ます

注意事項
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にするには、必ず抵抗に逆
らって叩いてください。そうしないとｼｰﾌﾞが 
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰから落ちる可能性があります。
 

抽出中は抽出ﾕﾆｯﾄ上のLEDｽﾄﾘｯﾌﾟﾗｲﾄが赤く点灯し
ます。抽出が完了すると、表示が緑色に替わります。

飲料のｷｬﾝｾﾙ
	✻ ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをﾀｯﾌﾟする

飲料の供給が中断されます。

3.7 手動でｺｰﾋｰ粉を供給する
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ   を短くﾀｯﾌﾟします

内部のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの機能が無効化になります。
	✻ ｺｰﾋｰ粉を希望する量だけﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰに詰めます
	✻ 希望するﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄします
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

ｺｰﾋｰ粉は抽出ﾕﾆｯﾄで自動的にﾀﾝﾋﾟﾝｸﾞされます。 
飲料供給が開始されます。

注意事項

手動追加
機能有効化  
個別ﾚｼﾋﾟ  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
w 外付けｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ  
57ﾍﾟｰｼﾞ
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操作 | ﾌﾗｯｼｭ（ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、抽出ﾕﾆｯﾄ）

3.8 ﾌﾗｯｼｭ（ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、
抽出ﾕﾆｯﾄ）

	✻ ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾌﾟします
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは使用できません。
熱湯が流れてﾘﾝｽが始まります。
これによって抽出装置が加温され、最適なｺｰﾋｰ温度
が保証されます。同時にﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰも洗浄
されます。

>  ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽ中、必要に応じて
ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰに残っているｺｰﾋｰを抽
出ﾕﾆｯﾄ用ﾌﾞﾗｼで取り除きます。

> お湯が詰まらずにﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰを
流れるかも確認します。

>  ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽは、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのﾘﾝ
ｽには使用しません。

> 流れてくる水の下にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを置いたま
まにしないでください。

 

3.9 熱湯供給
	✻ 熱湯の供給口の下に適切なｻｲｽﾞのｶｯﾌﾟを配置
	✻ 希望の水ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

供給が行われます。

ﾌﾗｯｼｭﾊﾟｯﾄﾞ
機能の有効化  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
w ﾊﾟｯﾄﾞ 
55ﾍﾟｰｼﾞ

注意事項
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3.10 ｽﾁｰﾑｵﾌﾟｼｮﾝ

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が供給口か
ら出てきます。

•  ｵｰﾄｽﾁｰﾑ、ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ、ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄを使用す
る際はｽﾁｰﾑ部から高熱のｽﾁｰﾑが吹出され
ます。このため、供給口や、隣接ｴﾘｱの表面
が高温になります。

> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持ったり、
触れたりしないようにしてください。

> 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
> 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切
な大きさの容器を置いてください。

 

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  供給温度は60 °C以上あります。
•  90 °C 以上の設定温度では、ﾐﾙｸやﾐﾙｸﾌｫｰﾑ
が噴きこぼれるおそれがあります。

> 容器の最大半分まで充填する。
 

指などを挟むおそれ/怪我のおそ
れあり
•  ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰまたはｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを操
作する際、指などを挟むおそれがあります。

 

>  ﾐﾙｸを泡立てている時はﾐﾙｸの量が減ら
ないよう、過熱させないでください。

 

ｺｰﾋｰﾏｼﾝは基本装備としてｵｰﾄｽﾁｰﾑ、ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ、ｽﾁｰ
ﾑｼﾞｪｯﾄが実装されています。

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意

 注意

ﾋﾝﾄ
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3.10.1 ｵｰﾄｽﾁｰﾑ
ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙで、ﾐﾙｸの加熱または泡立てを行います。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝにはｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを2本まで装備できます
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）。

ﾌｫｰﾑﾎﾞﾀﾝ
ﾌｫｰﾑｷｰで、仕上がりの異なる3種類のﾐﾙｸﾌｫｰﾑをたて
ることができます。
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上の緑色のﾁｪｯｸで選択状態を確認できま
す。ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げるとｽﾁｰﾑの供給が開始
します。

ﾌｫｰﾑの仕上がりには次の3種類があります。
•  標準
•  ﾌｧｲﾝ
•  ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ

ﾐﾙｸﾌｫｰﾑ
	✻ できるだけ細長い、ｸﾞﾘｯﾌﾟ付きCromargan® 
（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）容器を使用する
	✻ ｺﾝﾃﾅには最大で半分までﾐﾙｸを入れるようにし、
ﾌｫｰﾑするときにあふれないようにします
	✻ 容器をｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ下中央に置きます

この時、ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾐﾙｸに浸します。
	✻ ﾐﾙｸﾌｫｰﾑの場合、ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げ 
ます

ｽﾁｰﾑはｵｰﾄｽﾁｰﾑのﾌﾟﾚ選択に応じて噴射されます。
設定温度に達するとｽﾁｰﾑは自動的に噴出が止まり
ます。ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰをもう一度押すとｽﾁｰﾑの供給を途中
で止めることができます。
	✻ ｺﾝﾃﾅを除けて、ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げてｽﾁ
ｰﾑを出します

ﾌｫｰﾑﾎﾞﾀﾝ

ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑの選択
ﾎﾞﾀﾝの割り当て  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ﾚｼﾋﾟの変更  
51ﾍﾟｰｼﾞ

ﾌｫｰﾑ 標準 ﾌｫｰﾑ ﾌｧｲﾝ ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ  
ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ

ｵｰﾂﾐﾙｸ ｿｲﾐﾙｸ

例：Cromargan®容器 注文番号 
03 9090 1001 ﾎﾟｯﾄｾｯﾄ
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ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ内の残留物を洗い流します。
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙは使用後に清潔な湿らせた布で外側を
ふき取ります

ﾐﾙｸの温め
	✻ ﾊﾝﾄﾞﾙの付いた、なるべくｽﾘﾑかつ背の高い
Cromargan®（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）製ｺﾝﾃﾅを使用してくだ
さい
	✻ ﾐﾙｸ加熱時にあふれ出ないよう、ｺﾝﾃﾅに入れるﾐﾙ
ｸの量は最大で容器の半分までにします
	✻ 容器をｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ下中央に置きます

この時、ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾐﾙｸに浸します。
	✻ ﾐﾙｸの加熱にはｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを上に押します

ｽﾁｰﾑはｵｰﾄｽﾁｰﾑのﾌﾟﾚ選択に応じて噴射されます。
設定温度に達するとｽﾁｰﾑは自動的に噴出が止まり
ます。
ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰをもう一度押すとｽﾁｰﾑの供給を途中で止
めることができます。
	✻ ｺﾝﾃﾅを除けて、ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げてｽﾁ
ｰﾑを出します

ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ内の残留物を洗い流します。
ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙは使用後に清潔な湿らせた布で外側をふ
き取ります。

ｵｰﾄｽﾁｰﾑ 有効
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3.10.2 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供
給口から排出されます。このため、供給
口や、隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

> 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
> 飲料供給する前に、必ず供給口下に適切
な大きさの容器を置いてください。

 

	✻ ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げます
ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを再度上に押し上げて、ｽﾁｰﾑの噴出を止め
ます。
ｽﾁｰﾑは、ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げるほど噴出
量が増えます。
•  ｽﾁｰﾑで飲料を暖める
•  ｽﾁｰﾑにより手作業でﾐﾙｸﾌｫｰﾑを作る

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰ上 ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰ下
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飲料を加温
	✻ できるだけ細長い、ｸﾞﾘｯﾌﾟ付きCromargan® 
（ｸﾛﾏｰｶﾞﾝ）容器を使用する
	✻ 容器の最大半分まで充填する
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを容器の奥まで入れる
	✻ ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げます

ｽﾁｰﾑは、ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを下に押し下げたままにすること
で、噴出されます。
	✻ 希望の温度になるまで、ｽﾁｰﾑの噴出して飲料を温
めます

続いて、ｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを再度上に押し上げて、ｽﾁｰﾑの噴
出を止めます。
	✻ ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを再度上に押し上げると、ｽﾁｰﾑ
の噴出が止まります
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰへ旋回させる
	✻ ｺﾝﾃﾅを除けて、ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰをもう一度軽く押
します

ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ内の残留物を洗い流します。
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙは使用後に清潔な湿らせた布で外側を
ふき取ります
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3.10.3 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰ

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰからは、高温のｽﾁｰﾑ
が供給されます。そのため、ｶｯﾌﾟとその周
辺の表面が熱くなります。

> 耐熱性のｶｯﾌﾟを使用してください。
>  ｽﾁｰﾑ供給前には、必ずｶｯﾌﾟを逆さまにして
ｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰの上に置いてください。

> 供給直後には周辺の表面に触れないでく
ださい。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞやｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰなしの状態で
は、ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ機能を絶対に使用しないで
ください。

 

健康被害のおそれ/衛生面
•  ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ機能はｶｯﾌﾟを温めるためのも
のですので、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用には使用しないで
ください。

>  ｶｯﾌﾟを温めるときは、必ず洗浄して間も
ないｶｯﾌﾟをご使用ください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲの毎日の清掃
お手入れ  
w 71ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰは高温ｽﾁｰﾑによりｶｯﾌﾟを最大
2個同時に温めることができます。
	✻ ｶｯﾌﾟを下向きにしてｶｯﾌﾟｳｫｰﾏｰの上に配置する
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ   をﾀｯﾁする

高温のｽﾁｰﾑが、下からゆっくりとｶｯﾌﾟの中に流れ込
みます。
約6秒かかります。
	✻ ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾊﾟｯﾄﾞをもう一度ﾀｯﾁ

直ちにｽﾁｰﾑの流れが止まります。

3.11 ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞ
持ち上げる
	✻ 孔に指を入れて、ﾋﾝｼﾞが留め具に留まるまでﾄﾞ
ﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを持ち上げます

下げる
	✻ ﾋﾝｼﾞがﾘﾘｰｽされるまで、ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを軽く前方
に持ち上げます
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを下げます

所定の高さにﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを配置し直します。
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ I にﾉｽﾞﾙが付いた状態 82 mm
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ II にﾉｽﾞﾙが付いた状態 77 mm
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ III にﾉｽﾞﾙが付いた状態 59 mm

  

本説明は通常の設定に対応し
ています。
ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ無効化  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
56ﾍﾟｰｼﾞ

ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを持ち上げる

ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを下げる



42 取扱説明書 WMF espresso NEXT

操作 | ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ

3.12 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ
•  ﾎｯﾊﾟｰは、できるかぎり適時に補充してください。
•  製品の鮮度を維持するため、ﾎｯﾊﾟｰには最大でも
一日分しか入れないでください。

•  標準容器ごとの容量は550 gです。
•  ｵﾌﾟｼｮﾝとして、容量が1,400 gの豆ﾎｯﾊﾟｰもあり 
ます。

•  豆はﾌﾀで保護します。

•  異物が混入するとｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞが破損す
るおそれがあります。このような損傷は保
証対象外となります。

> 従って、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに異物が混入し
ないように注意してください。

 

3.13 ｶｯﾌﾟ台（高温）
ｵﾌﾟｼｮﾝを使用する場合、大きい方の豆ﾎｯﾊﾟｰ
（1,400 gごと）にｶｯﾌﾟﾄﾚｲはありません。

火傷の危険
•  ｶｯﾌﾟ台とその上に置くｶｯﾌﾟは温めることが
できます。

> 加熱したｶｯﾌﾟや表面は熱くなっているた
め注意して触れるようにしてください。

 

•  ｶｯﾌﾟ台は動くためｶｯﾌﾟが落ちる可能性
があります。

>  ｶｯﾌﾟ台にはｶｯﾌﾟを目いっぱい置かず、ｶｯﾌ
ﾟを次々積まないようにしてください。

 

ｺｰﾋｰﾏｼﾝの上部ﾌﾀは高熱になるｶｯﾌﾟ台です
ｶｯﾌﾟ台はｺｰﾋｰﾏｼﾝの内部確認のために後ろにｽﾗｲﾄﾞ
させられます。
ｶｯﾌﾟﾋｰﾀｰはｿﾌﾄｳｪｱで有効/無効を切替できます。

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
ｶｯﾌﾟ台のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
お手入れ  
w 81ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
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3.14 ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る

衛生面に注意
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で有害な細菌が繁殖すること
があります。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る前に必ず毎日のｸﾘｰ
ﾆﾝｸﾞを行ってください。

 

取扱説明書を確認
•  取扱説明書の指示に従わずにﾏｼﾝを使用
して発生した損傷については、保証は適用
されません。

 

	✻ ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁを短く押す（約1秒）
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁが切れます。
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ 水道のﾒｲﾝｺｯｸを閉める

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
取扱説明書に従ってｺｰﾋｰﾏｼﾝをｸ
ﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。
お手入れ  
w 71ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
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操作 | ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目の設定

3.15 ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目の設定

指などを挟むおそれ/怪我のおそ
れあり
•  ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの可動部で指を怪我するお
それがあります。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝが作動しており、製品ﾎｯﾊﾟｰが外さ
れている場合には、絶対にｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの中
に手や指を入れないでください。

 

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの挽き目を細かくする
•  ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの挽き目をいきなり細かくし過
ぎると、ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰが詰まることがあり 
ます。

重要！豆を挽く度合いは使用するｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰで
設定します。
>  一度に最大0.5刻みで挽き目を調整します。
>  ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰに空のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰで挽く動作を2
回させます。

> これを繰り返して希望のｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目
を設定してください。

 

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの挽き目1  
g 細かい

ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの挽き目10  
g 粗い

先ず新規設定後2回目の抽出では新規値で
抽出されます。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降

挽き目設定  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w ｼｽﾃﾑ  
w 挽き目設定  
67ﾍﾟｰｼﾞ

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｿﾌﾄｳｪｱ | 概要

4 ｿﾌﾄｳｪｱ
•  飲料設定の際には、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの操作につい
てのものと同様の安全上の注意事項に
従ってください。

> 操作についてのすべての安全上の注意事
項に従ってください。

 

4.1 概要

供給可能 48ﾍﾟｰｼﾞ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ XL

ﾘｽﾄﾚｯﾄ 2 ﾘｽﾄﾚｯﾄ 2 ﾘｽﾄﾚｯﾄ XL

ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ 2 ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ 2 ﾚｷﾞｭﾗｰｺｰﾋｰ XLﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ ｽｰﾊﾟｰﾌｧｲﾝ

ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ ﾌｧｲﾝ

ﾐﾙｸ ﾌｫｰﾑ 標準

ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ

ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ 2 ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ 2 ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ

ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ 2 ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ 2 ｸﾚｰﾑ ｽﾓｰﾙ

ﾏｸﾞ 2 ﾏｸﾞ 2 ﾏｸﾞ XL

熱湯
95 °C

熱湯（大）
95 °C

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙ上のｷｰやﾊﾟｯﾄﾞ
は設定やﾏｼﾝﾓﾃﾞﾙにより異なり
ます。

機能ﾗｲﾝ供給可能表示 48ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾞﾘｽﾀ（ｺｰﾋｰの濃さ）
48ﾍﾟｰｼﾞ

手動追加
48ﾍﾟｰｼﾞ

ｼｰﾌﾞｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
55ﾍﾟｰｼﾞ

 注意
操作に関する安全上の注意事項  
w 26ﾍﾟｰｼﾞ
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ｿﾌﾄｳｪｱ | 概要

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの機能 49ﾍﾟｰｼﾞ以降

DI_pfege DI_getr DI_bedien
DI_info

お手入れ
49ﾍﾟｰｼﾞ

飲料
51ﾍﾟｰｼﾞ

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
55ﾍﾟｰｼﾞ

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
59ﾍﾟｰｼﾞ

DI_abr
DI_pin DI_timer

DI_system

会計
60ﾍﾟｰｼﾞ

PIN権限
62ﾍﾟｰｼﾞ

ﾀｲﾏｰ
63ﾍﾟｰｼﾞ

ｼｽﾃﾑ
64ﾍﾟｰｼﾞ

DI_sprache DI_usb

言語
69ﾍﾟｰｼﾞ

USB
69ﾍﾟｰｼﾞ

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ/戻る 値 / 設定の確定
DI_pin

PIN入力 値 / 設定の削除

続行、ｽﾀｰﾄ 飲料ﾃｽﾄ

設定のﾛｰﾄﾞ 戻る

設定の保存 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ表示

ﾊﾟﾈﾙ上の通知

ｲﾍﾞﾝﾄ/ｴﾗｰ通知
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ｿﾌﾄｳｪｱ | 供給可能表示

4.2 供給可能表示
ﾊﾟﾈﾙの供給可能表示は、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｵﾌﾟｼｮﾝや個々の
設定によって異なります。

4.2.1 飲料ﾎﾞﾀﾝ
有効な飲料ｷｰは白色で表示されます。ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰに
はそれぞれ、抽出ﾕﾆｯﾄ別に飲料ﾚｼﾋﾟが3種類設定さ
れています。飲料ｷｰは希望により選択数を増やすこ
とができます。
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは使用後自動で認識されます。

4.2.2 機能ﾗｲﾝ

手動追加
手動でｺｰﾋｰ粉を供給する
w 操作、33ﾍﾟｰｼﾞ
ﾏﾆｭｱﾙ投入口
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ、57ﾍﾟｰｼﾞ

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ - ｺｰﾋｰの濃さ
ｺｰﾋｰの濃さを変更すると、その後1回の抽出分だけ
濃さが変更されます。この機能は両抽出ﾕﾆｯﾄで利用
できます。

表示 ｺｰﾋｰの濃さ
押さない ｺｰﾋｰ豆2つ ﾉｰﾏﾙ、設定通り
1回ﾀｯﾁ ｺｰﾋｰ豆3つ 設定より15 %濃い ＊
2回ﾀｯﾁ ｺｰﾋｰ豆1つ 設定より15 %薄め ＊

*1回の抽出で使えるｺｰﾋｰ
粉の最大量

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ I S 11 g
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ II M 16 g
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ III L 21 g

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ ﾘｽﾄﾚｯﾄ ﾚｷﾞｭﾗｰ ｺｰﾋｰ

ｴｽﾌﾟﾚｯｿ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾃｷｽﾄ  
w ﾃｷｽﾄ + 画像  
54ﾍﾟｰｼﾞ

手動追加

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ有効 / 無効  
w 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ  
55ﾍﾟｰｼﾞ
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ｿﾌﾄｳｪｱ | お手入れ

4.3 お手入れ
お手入れ

DI_pfege

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 抽出ﾕﾆｯﾄのｹｱ ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充

ｵｰﾄｽﾁｰﾑ、左 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞの後にｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切る、切ら
ないの選択が可能です。

ｵｰﾄｽﾁｰﾑ
ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの清掃

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

DI_pfege

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
47ﾍﾟｰｼﾞ
お手入れ  
w 71ﾍﾟｰｼﾞ以降
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ  
w 91ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
74ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｵｰﾄｽﾁｰﾑ

ｵｰﾄｽﾁｰﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
77ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｸﾘｰﾝﾛｯｸ

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの清掃  
w お手入れ  
81ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｿﾌﾄｳｪｱ | お手入れ

抽出ﾕﾆｯﾄのｹｱ
ここではｺｰﾋｰﾏｼﾝを開かずに外側から簡単に抽出 
ﾕﾆｯﾄのｼｰﾙを交換できます。

粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ここでは、ﾊﾟﾈﾙで選択された粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
が開始されます。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞは単独で開始できます。これはﾐﾙ
ｸ飲料の供給をしばらく行っていなかった時に有効
です。ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞではﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行い 
ます。

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充
この機能により、ﾐﾙｸ飲料供給のためにﾐﾙｸｼｽﾃﾑを充
填します。
	✻  ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  をﾀｯﾁする

抽出ﾕﾆｯﾄのｹｱ

抽出ﾕﾆｯﾄのお手入れ  
w お手入れ 

粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
82ﾍﾟｰｼﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
79ﾍﾟｰｼﾞ

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充
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4.4 飲料

ﾚｼﾋﾟの変更

10.8
10.9
11.0
8.0
8.1
8.2
8.3
8.4

85
90
95
100
110
120
130
140

86
87
88
89
90
91
92
93

9.0 120 89
9.0 120 89

9.0 120 89

抽出ｸﾞﾙｰﾌﾟ 右

ｸﾚｰﾑ Sの飲料設定 (r14、m 14、base 14)
ｺｰﾋｰ

g ml °C
参照飲料

ﾉｰ
ｲｴｽ

ｲｴｽ

ﾚｼﾋﾟ名、ﾚｼﾋﾟ番号、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾀｲﾌﾟがﾀｲﾄﾙに表示さ
れます。複数のﾚｼﾋﾟが同じ名前で保存されている場
合、ﾚｼﾋﾟ番号で区別できます。
ﾚｼﾋﾟは各ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾀｲﾌﾟと連動しています。ﾚｼﾋﾟの
変更には、該当のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの飲料をﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲで選
択してください。
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

飲料の名称と該当のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが表示されます。
	✻ ﾚｼﾋﾟを設定する
	✻ 希望に応じて、ﾃｽﾄ抽出を行います
	✻ ﾚｼﾋﾟが設定されると、希望の通りにﾚｼﾋﾟが保存さ
れます

DI_getr

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
47ﾍﾟｰｼﾞ

ﾚｼﾋﾟの保存  
w 52ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾏﾆｭｱﾙ投入のﾚｼﾋﾟ
ﾏﾆｭｱﾙ投入で抽出を行う場合、独自ﾚｼﾋﾟを設定する
ことができます。
	✻ ﾊﾟｯﾄﾞ   を短くﾀｯﾌﾟします
	✻ ｺｰﾋｰ粉をﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰに入れて抽出ﾕﾆｯﾄに挿入し
ます
	✻ 希望の飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁします

抽出が始まります。

供給ﾃｽﾄ
大半の飲料設定では、ﾚｼﾋﾟを保存する前に新しい
設定で飲料供給ﾃｽﾄを行えるようになっています。

	✻ 設定を希望通り変更
	✻「供給ﾃｽﾄ」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

新しい設定値に従って飲料が供給されます。
	✻ 飲料が希望のとおりできあがったら、保存ﾊﾟｯﾄﾞ
をﾀｯﾌﾟします

ﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟの保存
変更されたﾚｼﾋﾟが保存されます。

ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする
保存されているﾚｼﾋﾟが飲料ﾎﾞﾀﾝにﾛｰﾄﾞされます。
	✻ 希望するﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄします
	✻ 飲料ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁ
	✻「ﾚｼﾋﾟをﾛｰﾄﾞする」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰが開きます。
	✻ 希望するﾚｼﾋﾟをﾏｰｸする
	✻「ﾚｼﾋﾟの保存」ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾁ

飲料ﾎﾞﾀﾝに新しく選択したﾚｼﾋﾟが割り当てられます。

ｺｰﾋｰ粉の手動追加用ﾚｼﾋﾟ  
w ﾏﾆｭｱﾙ投入口  
57ﾍﾟｰｼﾞ
w 手動追加ｵﾌﾟｼｮﾝ  
48ﾍﾟｰｼﾞ



53取扱説明書 WMF espresso NEXT

ｿﾌﾄｳｪｱ | 飲料

ｺｰﾋｰ粉の量
単位：ｸﾞﾗﾑ（g）

水量
単位：ﾐﾘﾘｯﾄﾙ（ml）

抽出温度
摂氏温度（°C）表示

ﾑﾗｼ / ﾑﾗｼ用一時停止
予備抽出と抽出の間に数秒間があります。

ﾀｰｹﾞｯﾄ接触時間
参照飲料のﾀｰｹﾞｯﾄ接触時間。
秒情報（秒）。
ﾀｰｹﾞｯﾄ接触時間は理想値として計画されています。
「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ」機能で、このﾀｰｹﾞｯﾄ接触時
間にできるだけ近くなるように挽き目を設定します。

参照飲料
参照飲料として通常は抽出ﾕﾆｯﾄで一番頻繁に供給
する飲料を選択します。参照飲料はｻｰﾋﾞｽとｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
による試運転調整時に設定します。抽出ﾕﾆｯﾄ毎に参
照飲料を設定可能です。設定は好みに応じて決めら
れます。その他飲料設定はすべて、この値を参照し
ます。
参照飲料はｻｰﾋﾞｽによって変わることがあります。工
場出荷時はｴｽﾌﾟﾚｯｿまたはｶﾌｪｸﾚｰﾑが参照飲料とし
て登録されています。ﾊﾟﾈﾙに表示される注意事項に
従ってください。
詳細 はい/いいえ

参照飲料には設定や抽出時間を
指定し、この指定内容はﾏｼﾝによ
り継続的に点検されます。この値
からずれると、できるだけ正確な
値になるよう調整または通知さ
れます。
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ﾃｷｽﾄ ＋ 画像

備考

ﾃｷｽﾄ ＋ 画像
ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑ

ﾚｼﾋﾟ番号  - 1 - 工場：- 1 -

ｶﾌｪ ｸﾚｰﾑの飲料設定 (r11、m 11、base 11)
ｺｰﾋｰ

ﾃｷｽﾄ ＋ 画像
ここで飲料の名称と飲料ｷｰの画像を設定します。
	✻ をﾀｯﾌﾟします

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙにｷｰﾎﾞｰﾄﾞが表示されます。
	✻ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾟﾈﾙのｷｰﾎﾞｰﾄﾞで文字を入力します

備考
飲料についてのﾒﾓはここに保存できます。

情報ﾎﾞｯｸｽ
情報ﾎﾞｯｸｽにﾚｼﾋﾟの情報を表示できます。

ｶｯﾌﾟ容量
希望するｶｯﾌﾟ容量を設定します。ﾚｼﾋﾟは適切に調節
されます。
100 %はこれまで保存されている値に相当します。

ﾒﾆｭｰ制御ﾊﾟｯﾄﾞ  
w 概要  
47ﾍﾟｰｼﾞ

個別の飲料画像を読み込む  
w USB  
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4.5 操作ｵﾌﾟｼｮﾝ

操作要素

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

ﾌﾗｯｼｭ（ｼｰﾌﾞ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

ｱﾒﾘｶｰﾉ ﾊﾟｽ ﾘﾝｽ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 ｱﾒﾘｶｰﾉのﾊﾟｽがﾘﾝｽされます。

DI_bedien

操作要素

ﾊﾞﾘｽﾀﾊﾟｯﾄﾞ  
55ﾍﾟｰｼﾞ
ﾌﾗｯｼｭ（ｼｰﾌﾞ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ） 
55ﾍﾟｰｼﾞ
ｱﾒﾘｶｰﾉ ﾊﾟｽ ﾘﾝｽ  
55ﾍﾟｰｼﾞ
ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
ｵｰﾄ ｽﾀｰﾄ  
56ﾍﾟｰｼﾞ
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充  
56ﾍﾟｰｼﾞ
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ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

有効 供給可能になるとﾊﾟｯﾄﾞが表示されます。

ｵｰﾄ ｽﾀｰﾄ
自動開始機能が有効な時に、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄすると
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが飲料供給準備を始めます。
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのﾀｲﾌﾟごとに、ｵｰﾄ ｽﾀｰﾄ用ﾚｼﾋﾟを1つ設定
できます。
ｵｰﾄ ｽﾀｰﾄ機能に設定できるﾚｼﾋﾟの数は、抽出ﾕﾆｯﾄ
ごとに1つです。ほかの飲料ｷｰはこの機能に対して
すべて無効になります。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充
この機能はﾐﾙｸｼｽﾃﾑを満ﾀﾝにします。ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ補充は
ここで有効にできます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

ﾚｼﾋﾟ設定  
w ﾚｼﾋﾟの変更  
51ﾍﾟｰｼﾞ
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外付けｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 左
ここでは、「手動でｺｰﾋｰ粉を供給する」機能を無効ま
たは有効にすること、個別ﾚｼﾋﾟをこの機能で保存す
ることができます。
「左ﾏﾆｭｱﾙ投入口」機能が有効になっていると、飲料ｷ
ｰのﾚｼﾋﾟ設定が使用されます。
変更されたﾚｼﾋﾟを使用する場合、ここで「独自ﾚｼﾋﾟ」
を設定する必要があります。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： 有効/無効/独自ﾚｼﾋﾟ

標準値： 有効

独自ﾚｼﾋﾟの設定
飲料ﾒﾆｭｰに対してまず、対応するﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを使用
する必要があります。
	✻ はじめに、   ﾊﾟｯﾄﾞをﾀｯﾌﾟして、次に飲料ｷｰを 
ﾀｯﾌﾟする

続いて、飲料の設定が表示され、変更することがで
きます。

作動時間
ここでは、ｷｰを押してから機能が有効になる時間を
設定できます。
「ｵﾌ」の設定で、ｷｰは無効になります。
ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、5秒経過すると機能が無効になります。
その後、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲは通常の供給可能な飲料画面に
切り替わります。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： 5 ～ 60秒

外付けｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 右
w 「左ﾏﾆｭｱﾙ投入口」

外付けｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ 左

ﾚｼﾋﾟ設定  
w ﾏﾆｭｱﾙ投入のﾚｼﾋﾟ  
52ﾍﾟｰｼﾞ

ﾚｼﾋﾟ設定  
w ﾚｼﾋﾟの変更  
51ﾍﾟｰｼﾞ

手動でｺｰﾋｰ粉を供給する  
w 操作  
33ﾍﾟｰｼﾞ
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ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの取り外し
ここでは、抽出完了時に表示されるﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ横の色
付き警告の点灯の有無を設定できます。音が鳴った
ら、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り外すことができます。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 有効

ﾘﾝｽ時間
ﾌｨﾙﾀｰ ｺｰﾋｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： 1 ～ 5秒

標準値： 3秒

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの取り外し

ﾘﾝｽ時間
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4.6 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾒﾆｭｰの選択ｵﾌﾟｼｮﾝは以下の通りです。

前回の抽出
前回の抽出に関するｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ。

ｻｰﾋﾞｽ
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰの住所、ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ、
ﾈｯﾄﾜｰｸに関する情報。

お手入れ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから行ったｸﾘｰﾆﾝｸﾞとお手入れの
記録が表示されます。

浄水ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去
残りのﾌｨﾙﾀｰ有効期間、計測した水硬度、次回ｶﾙｷ除
去までの期間に関する情報が確認できます。

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝ操作中やｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中のｲﾍﾞﾝﾄとｴﾗｰのｼﾞｬｰﾅﾙ。

DI_info

前回の抽出

ｻｰﾋﾞｽ

お手入れ

ﾌｨﾙﾀとｶﾙｷ除去

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
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4.7 会計

ｶｳﾝﾀｰ
供給されたそれぞれの飲料のｶｳﾝﾀｰと合計飲料数
が表示されます。
ﾌﾟﾛﾄｺﾙはUSB接続によって読みだすことができます。

会計
DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

飲料 1 2 3 4
2 ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 2 2 2 2
ｴｽﾌﾟﾚｯｿ 1 1 1 1

標準設定
ｶｳﾝﾀｰ 1 ～ 4 ＝ 連続ｶｳﾝﾀｰ

各ｶｳﾝﾀｰを個別にﾏﾆｭｱﾙでﾘｾｯﾄ可能です。
（例：ｶｳﾝﾀｰ 1 ＝ 毎日、ｶｳﾝﾀｰ 2 ＝ 毎週）

 

自動販売機
自動販売機として使用する際の取扱説明書を参照
してください。

外部会計
ｳｪｲﾀｰ会計取扱説明書を参照してください。

DI_abr

ｶｳﾝﾀｰ

PIN権限  
w 会計PIN  
63ﾍﾟｰｼﾞ

ﾋﾝﾄ
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無料設定
無料設定は請求単位ｵﾌﾟｼｮﾝと併せて使用可能です。

すべて無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

飲料は無料

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、ここ
にﾃｷｽﾄを表示できます。（例：「割引」）。入力されたﾃｷ
ｽﾄはﾍｯﾄﾞﾗｲﾝに表示されます。

飲料ﾎﾞﾀﾝ表示
「すべて割引」が有効の設定になっている場合、ここ
に飲料ﾎﾞﾀﾝ用ﾃｷｽﾄを表示できます。

無料設定
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4.8 PIN権限
下記のｴﾘｱではPINｺｰﾄﾞを設定できます。
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
•  設定
•  会計

PINには序列が設けられています。
例えば、設定PINはｸﾘｰﾆﾝｸﾞPINも兼ねますが、会計
PINとしては無効です。

PINを割り当てないｴﾘｱは、PIN入力なしでｱｸｾｽ可能
です。PINを割り当てたﾚﾍﾞﾙには、PIN入力なしではｱ
ｸｾｽできません。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞPIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ

設定PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_getr

飲料
DI_sprache

言語
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_usb

USB
DI_abr

会計（「削除」なし）

DI_pin

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

設定
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会計PIN
有効なPIN入力すると、次の項目にｱｸｾｽできます：

DI_pfege

お手入れ
DI_pin

PIN 
DI_getr

飲料
DI_system

ｼｽﾃﾑ
DI_bedien

操作ｵﾌﾟｼｮﾝ
DI_sprache

言語
DI_abr

会計（「削除」あり）
DI_usb

USB

新しいPINを入力
ｱｸｾｽ許可用 PIN が割り当てられたら、ここに PIN  
番号を入力して新しい PIN を発行します。

4.9 ﾀｲﾏｰ

時刻帯
ここではﾀｲﾑｿﾞｰﾝを設定できます。

会計

会計 PIN を使用して他の PIN 
番号を両方変更できます。会計 
PIN を忘れた場合、ｻｰﾋﾞｽ担当者
によってのみ PIN をﾘｾｯﾄ可能で
す。

新しいPINを入力
DI_service-pin

DI_timer

時刻帯
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4.10 ｼｽﾃﾑ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明

ﾊﾟﾈﾙの照度
ﾊﾟﾈﾙの照度はここで設定します。

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ照度は自動的に減少

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 照度減少が「有効」になっていると、飲料供
給から5分後にﾊﾟﾈﾙ照度が自動的に減少し
ます。
ﾊﾟﾈﾙの照度が暗くなっている状態でﾊﾟﾈﾙに
一度ﾀｯﾁすると、再び選択された照度に戻り
ます。その後もう一度飲料供給ﾎﾞﾀﾝにﾀｯﾁす
ると、その飲料の供給が始まります。 

ｶｯﾌﾟ照明
ｷｰの照度はここで設定します。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： 0 %/20 %/40 %/60 %/80 %/100 %

標準値： 0 %

DI_system

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲと照明
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側板照明
点灯色はここで設定します。
 ﾕｰｻﾞｰ定義  のｵﾌﾟｼｮﾝでは、ｶﾗｰｻｰｸﾙの三角形で希
望の色を設定できます。RGB数値による色の設定も
可能です。
その他の選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：
•  色の変更 ゆっくり
•  色の変更 標準
•  色の変更 速く
•  ｵﾌ
•  琥珀色
•  青
ただちに現在の設定が表示されます。

文字の色
選択ｵﾌﾟｼｮﾝ：  ﾍﾞﾙﾍﾞｯﾄ、ﾍﾞﾘｰ、ｱｸｱ、ｸﾞﾗｽ、ｵｰｼｬﾝ、ﾌﾞﾗｳﾝ、

ﾚｯﾄﾞ、ﾌﾞﾗｯｸ、ﾗｲﾄ、ﾀﾞｰｸ
初期値：ﾗｲﾄ

背景色
ここでは、ﾀｯﾁ ﾊﾟﾈﾙの色を希望する色に設定でき 
ます。
•  ﾒｲﾝﾍﾟｰｼﾞの色
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浄水ﾌｨﾙﾀｰ

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

有効 浄水ﾌｨﾙﾀが取り付けられています。ﾌｨﾙﾀの
容量と水の硬度の入力が必要です。

硬度の計測
測定した水の硬度を°dKH単位で入力します。
炭酸硬度ﾃｽﾄｷｯﾄはｱｸｾｻﾘと共に送られます。

水の硬度を不適切に設定してｺｰﾋｰﾏｼﾝを運転
すると、多くのｶﾙｷが発生し、ﾊﾞﾙﾌﾞの密閉性
が失われるおそれがあります。
これにより損害が生じても保証は適用されま
せん。
 

水硬度測定
	✻ 飲料水の水の硬度は、水道事業者に照会するか、
付属品にあるWMF 炭酸硬度ﾃｽﾄ（説明書付き）を
使用して検出する

総硬度の計測
ここには総硬度を入力します。

ﾌｨﾙﾀ容量
ﾌｨﾙﾀｰ範囲（単位： ﾘｯﾄﾙ）はここで入力します。

浄水ﾌｨﾙﾀｰ

注意事項
弊社は原則浄水ﾌｨﾙﾀｰの使用を
推奨しております。適切な浄水ﾌｨ
ﾙﾀｰの選択につきましては、担当
のWMFｻｰﾋﾞｽﾊﾟｰﾄﾅｰがご相談に
応じます。

注意事項
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ｶｯﾌﾟ ﾋｰﾀｰ
ここでｶｯﾌﾟﾋｰﾀｰを入切します。

選択ｵﾌﾟｼｮﾝ： •  有効 •  無効

標準値： 無効

挽き目設定
挽き目はﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上で設定します。

小さい値  -> 細挽き

高い値  -> 粗挽き
0.25ごとに設定可能です。設定ごとに最大で半分の
挽き目を設定できます。
各設定を終えたら豆挽きを行います。
教育を受けた専門社員およびｻｰﾋﾞｽ担当者のみ使
用可能。
挽き目調整後、調整した量と計量されたｺｰﾋｰ粉の
量に若干の差がでることがあります。この差により、 
ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄの調整に誤りが生じることがあ
ります。

「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ」を無効にした後でない
と、この手動調整を行うことはできません。
 

ｶｯﾌﾟ ﾋｰﾀｰ

挽き目設定

w ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ  
68ﾍﾟｰｼﾞ

注意事項
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ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ
すべてのﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾏｼﾝで抽出時間に変動があり
ます。たとえば環境温度や豆の種類が変わること
によって、変動が生じることがあります。
「ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ」機能が参照飲料の抽出時間
を監視します。

電気的挽き目調整機能搭載ﾏｼﾝ
挽き目は自動で調整されます。

設定

ﾚｷﾞｭﾗｰ
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの交代または教育が十分
でない場合に推奨。

抽出時間に変動があると表示されます。
評価には抽出回数の大きさが使用され
ます。

ﾌｧｲﾝ
抽出時間の影響を把握しこれを読
み取れる教育を十分に受けたｵﾍﾟﾚ
ｰﾀｰに推奨。

この設定では、「抽出時間制御」の抽出時
間変動に敏感に反応します。

繊細
細かい変更に対応しなければなら
ず、ﾊﾞﾘｽﾀの知識も深いｵﾍﾟﾚｰﾀｰに
のみ推奨。

たとえば湿度の変更など、細かい変更
のある場合にﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。
こうした変動は毎日複数回発生すること
があります。

豆ﾀｲﾌﾟの表示
ここでは、左右のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰの豆ﾀｲﾌﾟの表示を調整で
きます。

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｺｰﾋｰｱｼｽﾀﾝﾄ

参照飲料  
w 飲料  
51ﾍﾟｰｼﾞ

豆ﾀｲﾌﾟの表示
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4.11 言語
ﾊﾟﾈﾙ上で使用する言語を設定します。
使用できる言語が英語で表示されます。

4.12 USB
USB接続口からはﾃﾞｰﾀの交換が可能です。USBｽﾃｨｯ
ｸが差し込まれると、機能がすぐに有効になります。
 

USBﾎﾟｰﾄの位置
USBﾎﾟｰﾄは、抽出ﾕﾆｯﾄの間、ｶﾊﾞｰの下にあります。

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ
ここではｺｰﾋｰﾏｼﾝの最新のｶｳﾝﾀｰｽﾃｰﾀｽがUSBｽﾃｨｯｸ
にｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ
実行されたｸﾘｰﾆﾝｸﾞはﾌﾟﾛﾄｺﾙに記録され、ここに
HACCP実施の証明としてｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
ｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱ専用。

DI_sprache

DI_usb

ｶｳﾝﾀｰのｴｸｽﾎﾟｰﾄ

HACCPｴｸｽﾎﾟｰﾄ

ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新
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ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
ここではﾏｼﾝのﾃﾞｰﾀ、飲料のﾃﾞｰﾀ等の設定ﾃﾞｰﾀが
USBｽﾃｨｯｸに保存されます。

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする
ﾏｼﾝのﾃﾞｰﾀ、飲料のﾃﾞｰﾀ等の保存されているﾃﾞｰﾀは
ここでﾛｰﾄﾞします。

ﾃﾞｰﾀのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

ﾃﾞｰﾀをﾛｰﾄﾞする
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5 お手入れ
5.1 安全上の注意事項　お手入れ
ｺｰﾋｰﾏｼﾝが正常に作動し、ｺｰﾋｰの品質をいつでも最
適なものにするためには、定期的なｸﾘｰﾆﾝｸﾞは不可
欠となります。

健康被害のおそれ/衛生面
•  ﾐﾙｸは非常に傷みやすい食品です。ﾐﾙｸｼｽ
ﾃﾑの中で細菌が繁殖して健康に悪影響を
与える恐れがあります。

>  ﾐﾙｸが触れる部分はすぐにｸﾘｰﾆﾝｸﾞします。
> 全ての衛生面の注意事項に従ってくだ
さい。

>  HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄに従ってください。
 

健康被害のおそれ/衛生面
•  使用停止中のｺｰﾋｰﾏｼﾝの中で細菌が繁殖
する恐れがあります。

> 数日間運転を停止する場合、運転停止前と
運転再開時にすべてのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってく
ださい。

 

健康被害のおそれ/衛生面
•  すべての洗剤はｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用に最適
に調整されています。

>  WMF ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ剤のみを使用してください。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰと熱湯の供給口か
ら高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。

•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は、訓練を受けていないｽﾀｯﾌや
子どもはｺｰﾋｰﾏｼﾝから距離をとるように注
意してください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には、必ず「ｸﾘｰﾝﾛｯｸ」でﾀｯﾁﾊﾟ
ﾈﾙをﾛｯｸしてください。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

健康被害のおそれ/刺激のおそれ
•  専用ｸﾘｰﾅｰおよびｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄが肌に触
れると刺激を感じることがあり、健康被害
を引き起こすおそれがあります。

> 専用ｸﾘｰﾅｰおよびｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを使用す
る際には、それぞれのﾊﾟｯｹｰｼﾞに記載され
ている保護措置に従ってください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄはﾊﾟﾈﾙ上に通知が表示さ
れてから使用してください。

 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.2 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ頻度の概要

お手入れ

DI_pfege

毎
日

毎
週

定
期

的

自
動

必
要

に
応

じ
て

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
x ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 74ﾍﾟｰｼﾞ

x ｵｰﾄｽﾁｰﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 77ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 79ﾍﾟｰｼﾞ

x x ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽ w 80ﾍﾟｰｼﾞ

手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
x ｶｯﾌﾟ台のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 81ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ） w 81ﾍﾟｰｼﾞ

x x 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 82ﾍﾟｰｼﾞ

x 抽出ﾕﾆｯﾄのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙手作業） w 82ﾍﾟｰｼﾞ

x x ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 83ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 84ﾍﾟｰｼﾞ

x x 外装のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 85ﾍﾟｰｼﾞ

x x ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの清掃 w 86ﾍﾟｰｼﾞ

x x ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの清掃 w 87ﾍﾟｰｼﾞ

x ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ w 88ﾍﾟｰｼﾞ

x 豆ﾎｯﾊﾟｰﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲの清掃 w 89ﾍﾟｰｼﾞ

x ﾊﾟｯｷﾝ交換 w 89ﾍﾟｰｼﾞ

毎日 ＝ 最低毎日1回、必要に応じて随時
毎週 ＝ 毎週1回ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
定期的 ＝ 必要に応じて定期的に実施
自動 ＝ 自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
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5.3 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

5.3.1 ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
抽出ﾕﾆｯﾄのｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、自動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとなっ
ており、WMFｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄでｺｰﾋｰﾏｼﾝのｺｰﾋｰｼｽﾃﾑ
を洗浄します。
合計で約16分かかります。

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰと熱湯の供給口か
ら高温のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液と熱湯が出ます。ﾎﾟｰﾀ
ﾌｨﾙﾀｰと熱湯供給口はとても熱くなります。

•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中、黒色のﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰはｾｯﾄしたま
まにしておきます。

>  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを供給直後に持つ場合はｸﾞﾘｯﾌ
ﾟを握ってください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾊﾟﾈﾙによってｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
の各ｽﾃｯﾌﾟをｶﾞｲﾄﾞします。
表示される通知に従ってください。
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞがすべて完了していない場合、ｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞ作業を一から繰り返す必要があります。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
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	✻
DI_pfege

 をﾀｯﾁする
ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが呼び出されます。
	✻  ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  をﾀｯﾁする

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞのｵﾌﾟｼｮﾝは、ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽを操作して追
加/削除します。
	✻ ｵｰﾄｽﾁｰﾑ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うか選択します
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ完了後、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を切るか選択し
ます

注意事項
「ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後ｽｲｯﾁを切る」が有効になっている
と、ｺｰﾋｰﾏｼﾝはｸﾘｰﾆﾝｸﾞ完了後に電源がｵﾌにな
ります。
 

	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り除きます
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰから抽出ﾌｨﾙﾀを取ります
	✻ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾀｰをﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにｾｯﾄします
	✻ ｴｽﾌﾟﾚｯｿﾏｼﾝ用のWMF専用ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを1錠
ずつﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰに入れます

注意事項
水は加えないでください。
 

	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄしてください
	✻  を押して続けます
この操作前にﾎﾞｲﾗｰの熱湯をほとんど使っていな
かった場合、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中に熱湯ﾉｽﾞﾙから熱
湯が流れ出します。
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄが入っているか聞かれます。
	✻  を押して続けます

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞが開始されます。ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌと残りの時間が表
示されます。

ｽﾁｰﾏｰ用ﾌﾞﾗｼ  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
108ﾍﾟｰｼﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは片方だけが作動中
であっても、常に抽出ﾕﾆｯﾄ両方を
一緒にｸﾘｰﾆﾝｸﾞします。抽出ﾕﾆｯﾄ
が使用されていなかった場合、そ
のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにはｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ
を入れる必要がありません。ﾌﾞﾗ
ｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾀｰはﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ両方に入
れる必要があります。

08:03

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰとﾌｨﾙﾀｰは手作業でｸﾘ
ｰﾆﾝｸﾞします。
w ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
83ﾍﾟｰｼﾞ
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約7分後、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り除くｱﾆﾒｰｼｮﾝが流れ、ﾌｨﾙﾀ
ｰ取換えを要求されます。
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り除きます
	✻ ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾀを取り除きます

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをまだｾｯﾄしません。ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰ
のﾘﾝｽが行われます
	✻  を押して続けます

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰとﾌｨﾙﾀｰを手動でｸﾘｰﾆﾝｸﾞするように要求
されます。
	✻  を押して続けます
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後の電源ｵﾌに   はい   を選択していると、こ
こでﾏｼﾝの電源が切れます。
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後の電源ｵﾌに  いいえ  を選択していると、ｺ
ｰﾋｰﾏｼﾝは再加熱します。
これにより、ｺｰﾋｰﾏｼﾝが再度運転準備に入ります。



77取扱説明書 WMF espresso NEXT

お手入れ | ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

5.3.2 ｵｰﾄｽﾁｰﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中はｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙが作動します。
•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに触れたり動かしたりする場
合には、適切な手袋を着用のうえ作業をし
てください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾊﾟﾈﾙによってｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
の各ｽﾃｯﾌﾟをｶﾞｲﾄﾞします。
表示される通知に従ってください。
 

	✻
DI_pfege

 をﾀｯﾁする
ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが呼び出されます。
	✻  ｵｰﾄｽﾁｰﾑ  をﾀｯﾌﾟします
	✻ 耐熱容器にｸﾘｰﾅｰを5 ml入れて、ぬるま湯と混ぜ
ます（最大3分の2の量）
	✻  を押して続けます

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ実行中はｷｰがﾛｯｸされた状態とな
ります。

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ後にｽｲｯﾁを再度入れると、ｸﾘｰﾆﾝ
ｸﾞｺﾝﾃﾅが取り出されているかを確認する
ﾒｯｾｰｼﾞがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。

 

ｵﾌﾟｼｮﾝの2本目のｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙがある場合に
は、両方のﾉｽﾞﾙを同時に清掃します。この場
合、すべてのｽﾃｯﾌﾟを右側でも行います。
 

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要

注意事項

注意事項
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	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの口をﾌﾞﾗｼで清掃します
	✻  を押して続けます
	✻ ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをｺﾝﾃﾅに浸けます
	✻  を押して続けます

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙが作動します。熱い蒸気が噴出し
ます。

•  ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙが非常に高温になることがあ
ります。

 

	✻  を押して続けます
	✻ ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを拭いて、付着して残っているﾐﾙｸを
取り除きます
	✻  を押して続けます

清掃が完了しました。

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.3.3 ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中はｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙが作動します。
•  高温になった液体によって皮膚が刺激を
受けたり、火傷のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに触れたり動かしたりする場
合には、適切な手袋を着用のうえ作業をし
てください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中は絶対に供給口の下に手など
を入れないでください。

> 洗剤は絶対に飲まないでください。
 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾊﾟﾈﾙによってｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
の各ｽﾃｯﾌﾟをｶﾞｲﾄﾞします。
表示される通知に従ってください。
 

	✻
DI_pfege

 をﾀｯﾁする
ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが呼び出されます。
	✻  ﾐﾙｸｼｽﾃﾑ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 左  をﾀｯﾌﾟします
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽをﾐﾙｸｺﾝﾃﾅから取り外します
	✻  を押して続けます

ｵﾌﾟｼｮﾝの2本目のﾐﾙｸﾉｽﾞﾙがある場合は、 
をﾀｯﾌﾟして右ﾐﾙｸﾉｽﾞﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを開始しま
す。この場合、すべてのｽﾃｯﾌﾟを右側でも行い
ます。
 

	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに冷水を1/3まで入れてください 
（約500 ml）
	✻ 専用ﾐﾙｸｼｽﾃﾑｸﾘｰﾅｰを15 ml加えて、混ぜます
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅをｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの下に置きます

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要

注意事項
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	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに取り付けます

健康被害のおそれ/刺激・火傷のお
それあり
•  ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙが作動します。
•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅの中にあるｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液は熱く
なっていることがあります。

 

熱い蒸気が噴出します。
	✻  を押して続けます
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液を空にして、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅをすすぎます
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに冷水を1/3まで入れてください 
（約500 ml）
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅをｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの下に置きます
	✻ ﾐﾙｸﾎｰｽ ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅに取り付けます
	✻  を押して続けます

ﾐﾙｸｼｽﾃﾑをすすぎます。
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑのすすぎが終わったら、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞは完了です。
ﾐﾙｸｼｽﾃﾑを再始動するには、ﾐﾙｸｼｽﾃﾑの充填が必要
です。

5.3.4 ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽ
w 操作 w ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰをﾘﾝｽする、34ﾍﾟｰｼﾞ

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
する  
w ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
83ﾍﾟｰｼﾞ
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5.4 手動ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

5.4.1 ｶｯﾌﾟ台のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ｶｯﾌﾟ台は毎日湿った布で全体的に清掃します

5.4.2 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙ｸﾘｰﾝﾛｯｸ）
	✻  ｸﾘｰﾝ ﾛｯｸ  をﾀｯﾁする

15秒間のｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝが始まります。
この間にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。
最後にﾀｯﾁしてから15秒後に、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙが再び有効
になります。

火傷のおそれ
•  誤って飲料が供給されてしまうと、怪我
のおそれがあります。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの前には、必ず「ｸﾘｰﾝﾛｯｸ」でﾀｯﾁﾊﾟ
ﾈﾙをﾛｯｸしてください。

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそ
れがあります。

>  ﾊﾟﾈﾙは必ず湿らせた布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてくだ
さい。洗剤は使用しないでください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ
さい。

> 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

WMFお手入れﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用の注文
番号  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
108ﾍﾟｰｼﾞ

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.3 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

•  粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ時にはｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰが
破損する恐れがあります。

> そのため、粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞには用
途に適したﾌﾞﾗｼのみ使用してください。

 

粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰは定期的に検査し、必要に応じて用途
に適したﾌﾞﾗｼでｸﾘｰﾆﾝｸﾞしてください。

	✻   粉ｺｰﾋｰ投入口ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ をﾀｯﾌﾟします
	✻ 右または左の粉ｺｰﾋｰ投入口を選択します
すると次のことを確認するﾒｯｾｰｼﾞが表示されます：
粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞを開始しますか？
	✻  を押して続けます
	✻ 粉ｺｰﾋｰ投入口を備え付けのﾌﾞﾗｼで清掃します
	✻ ﾊﾟﾈﾙに表示されるｽﾃｯﾌﾟごとの指示に従ってくだ
さい

5.4.4 抽出ﾕﾆｯﾄのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙手作業）
	✻ ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰとﾊﾟｯｷﾝに残っている粉ｺｰﾋｰ
は抽出ﾕﾆｯﾄ用ﾌﾞﾗｼで取り除きます
	✻ ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽを開始します

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降

粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w ｿﾌﾄｳｪｱ  
w お手入れ  
50 ﾍﾟｰｼﾞ

ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰをﾘﾝｽする  
w 操作  
34ﾍﾟｰｼﾞ
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5.4.5 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷の危険
•  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰおよび抽出ﾌｨﾙﾀｰは飲料供
給およびｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中に非常に熱くなります。

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅの表面が高温になります。
> 供給または「抽出ﾕﾆｯﾄｸﾘｰﾆﾝｸﾞ」直後は、ﾎﾟ
ｰﾀﾌｨﾙﾀｰおよび抽出ﾌｨﾙﾀｰに直接触れない
でください。

> 必ず、ﾊﾝﾄﾞﾙ付きのｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅを使用して、
ｺﾝﾃﾅを持つ時にはﾊﾝﾄﾞﾙのみをつかむよう
にしてください。

 

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰｸﾞﾘｯﾌﾟ、抽出ﾌｨﾙﾀｰ、ﾌｨﾙﾀｰﾎﾙ
ﾀﾞｰ、ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝｲﾝｻｰﾄなどﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの各部すべてﾘ
ﾝｽﾏｼﾝ対応です。

毎日のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰとﾌｨﾙﾀｰを取り除きます
	✻ 清潔で温かい飲料用水を使って各部をﾘﾝｽします

毎週1回ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰは毎週容器に浸けてｸﾘｰﾆﾝｸﾞします。
	✻ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを容器に入れます
	✻ 容器に熱湯を注いで、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄを溶かし 
ます
	✻ 抽出ﾌｨﾙﾀｰとﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰを取り外します
	✻ ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝｲﾝｻｰﾄを取り除き、ﾌﾞﾗｼで堆積物を落と
してﾘﾝｽします
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの部品とﾌｨﾙﾀｰ全体を30分間ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
液に浸けます
	✻ 部品を取り出して必要に応じてﾌﾞﾗｼでさらに清掃
します
	✻ 清潔で温かい飲料用水を使って各部をﾘﾝｽします
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを組み立てます

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.6 ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷のおそれ
•  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰには高温の液体がたまっている
ことがあります。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰは慎重に動かしてください。
> 再び設置するときには、水が不意にこぼれ
ないように注意してください。

>  ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰが正しく取り付けられているか、
必ず確認してください。  
重要！  
流水用ﾎｰｽ [1] を倒さないでください。

 

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそ
れがあります。

> 研磨剤の類はｸﾘｰﾆﾝｸﾞで使用しないでくだ
さい。

> 低刺激性洗剤だけを使用してください。
> 強ｱﾙｶﾘ性やｱﾙｺｰﾙを含んだ洗剤、または脱
脂洗剤は使用しないでください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ
さい。

> 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟｸﾞﾘｯﾄﾞを取り外します
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを外します
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを入念にｸﾘｰﾆﾝｸﾞします
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰ下表面を入念に拭きます
	✻ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｰを乾かし、元の位置に装着する

1

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
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5.4.7 外装のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

•  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中にﾊﾟﾈﾙ表面に傷をつけるおそ
れがあります。

> 研磨剤の類はｸﾘｰﾆﾝｸﾞで使用しないでくだ
さい。

> 低刺激性洗剤だけを使用してください。
> 強ｱﾙｶﾘ性やｱﾙｺｰﾙを含んだ洗剤、または脱
脂洗剤は使用しないでください。

>  ｸﾘｰﾆﾝｸﾞには柔らかい布を使用してくだ
さい。

> 湿らせたﾏｲｸﾛﾌｧｲﾊﾞｰｸﾛｽの使用をお勧めし
ます。

 

筐体は定期的に適切な器具を使用してｸﾘｰﾆﾝｸﾞし 
ます。
	✻ ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁを短く押す（約1秒）
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝを冷却させます
	✻ 冷ましたｺｰﾋｰﾏｼﾝの外装を湿らせたでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 
する
	✻ ｾﾝｻｰを湿った布でｸﾘｰﾆﾝｸﾞします

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
注意事項
耐性に問題があるため、ｱﾙｶﾘ性
洗剤は使用しないでください。ｱｾ
ﾄﾝ、炭素、四塩化炭素、塗料用ｼﾝﾅ
ｰまたは5 %を超えるｱﾙｺｰﾙを含む
溶液、ｱﾝﾓﾆｱ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｸﾞﾘｾﾘﾝ、ｷｼﾚ
ﾝ、研磨剤、脱脂洗剤、ｶﾞﾗｽ用の強
力な噴霧式洗浄剤のような溶剤
も使用しないでください。

ﾊﾟﾈﾙは必ず湿らせた布でｸﾘｰﾆ
ﾝｸﾞしてください。洗剤は使用し
ないでください。
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5.4.8 ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

火傷の危険/火傷のおそれあり
•  加熱ﾌｪｰｽﾞ中、熱湯と熱い蒸気が供給口か
ら出てきます。

•  飲料とｽﾁｰﾑの供給中は、高温の液体が供
給口から排出されます。このため、供給
口や、隣接ｴﾘｱの表面が高温になります。

> 加熱ﾌｪｰｽﾞ中は供給口の下を手で持ったり、
触れたりしないようにしてください。

> 飲料やｽﾁｰﾑの供給中は、供給口の下に触
れないでください。

> 供給直後は供給口に触れないでください。
> 供給中は必ず適切な容器を下に配置し 
ます。

 

指などを挟むおそれ/怪我のおそ
れあり
•  ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰまたはｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを操
作する際、指などを挟むおそれがあります。

 

ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの清掃
毎週
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを回して取り外し、5時間以上ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液
の中に浸けます
	✻ ｽﾁｰﾏｰﾌﾞﾗｼでｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの開口部を清掃します
	✻ 飲料水で入念に洗浄します
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをｵｰﾄｽﾁｰﾑ供給口にねじ締めます

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｽﾁｰﾏｰ用ﾌﾞﾗｼ  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
108ﾍﾟｰｼﾞ
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	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを清潔な水が入った容器に入れる
	✻ 左のｵｰﾄｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを軽く下に押し下げます
	✻ 湿らせた布でｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを拭く

ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの清掃
毎日
	✻ ｸﾘｰﾅｰ 5 mlを耐熱容器の中で 500 ml のぬるま湯
と混ぜます
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ全体をｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液の中に浸します
	✻ 右のﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを完全に下に押し下げます

10秒かかります。浸置時間：30 分.
	✻ ﾌﾞﾗｼでｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
	✻ 水で入念に洗浄
	✻ 右のﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを完全に下に押し下げます

10秒かかります。ｽﾁｰﾑにより、ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの穴から分
解された残留ﾐﾙｸとｸﾘｰﾅｰ液が除去されます。

毎週
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを回して外す
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ全体を最低5時間はｸﾘｰﾆﾝｸﾞ液に浸した
ままにします
	✻ ｽﾁｰﾏｰﾌﾞﾗｼでｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙの開口部を清掃します
	✻ 飲料水で入念に洗浄する
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙをﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑ供給口にねじ回して取り
付ける
	✻ ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを清潔な水が入った容器に入れる
	✻ 右のﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾚﾊﾞｰを完全に下に押し下げます
	✻ 湿らせた布でｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙを拭く

ｽﾁｰﾏｰ用ﾌﾞﾗｼ  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
108ﾍﾟｰｼﾞ
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5.4.9 ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰは必要に応じて定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞして
ください。推奨：毎月1回。

怪我のおそれ
•  長い髪の毛や裾の長い服はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰに巻
き込まれ、ｺｰﾋｰﾏｼﾝに引き込まれるおそれ
があります。

> 髪の毛は、必ずﾍｱﾈｯﾄを被って保護してく
ださい。

 

指などを挟むおそれ/怪我のおそ
れあり
•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝの可動部で指や手を怪我するお
それがあります。

>  ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰや抽出装置の開口部に触れ
る場合、その前に必ずｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切
り、主電源からﾌﾟﾗｸﾞを外してください。

 

>  豆ﾎｯﾊﾟｰとそのﾌﾀをﾘﾝｽﾏｼﾝでｸﾘｰﾆﾝｸﾞして
はいけません。

 

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ 主電源からﾌﾟﾗｸﾞを抜く
	✻ ｶｯﾌﾟ台を後ろ側にｽﾗｲﾄﾞします
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのﾌﾀを外す
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを時計回りに回し、開きます
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰを取り除きます
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰ下の豆はすべて取り除き、必要に応じて
吸い取ります
	✻ ｺｰﾋｰ豆を豆ﾎｯﾊﾟｰから残らず取り出します

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要

ﾛｯｸを閉じる

ﾛｯｸを開ける
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	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰに付着した汚れを湿らせた布巾で丁寧
にふき取ります
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを完全に乾かす
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰ下の受け容器をｸﾘｰﾆﾝｸﾞします
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰに再度豆を投入してｾｯﾄし直します
	✻ ﾛｯｸを反時計回りに回して閉じます

5.4.10 豆ﾎｯﾊﾟｰﾄﾞﾘｯﾌﾟﾄﾚｲの清掃
豆ﾎｯﾊﾟｰ下の受け容器をｸﾘｰﾆﾝｸﾞします。
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを外し、取り除きます
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰの下に敷く受け容器をｸﾘｰﾆﾝｸﾞします

5.4.11 ﾊﾟｯｷﾝ交換

火傷の危険
•  ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰおよび抽出ﾌｨﾙﾀｰは飲料供
給およびｸﾘｰﾆﾝｸﾞ中に非常に熱くなります。

> 供給または「抽出ﾕﾆｯﾄｸﾘｰﾆﾝｸﾞ」直後は、ﾎﾟ
ｰﾀﾌｨﾙﾀｰおよび抽出ﾌｨﾙﾀｰに直接触れない
でください。

 

ﾊﾟｯｷﾝの交換は必要に応じてお客様ご自身でしてい
ただいて結構です。

	✻ お手入れのﾒﾆｭ「ー抽出ﾕﾆｯﾄのお手入れ」で、希望
の抽出ﾕﾆｯﾄ（右または左）を呼びだします

作業ｽﾃｯﾌﾟ毎にｱﾆﾒｰｼｮﾝが流れます。
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り外します
	✻ ﾌｨﾙﾀｰをﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰから取り出します
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをﾌｨﾙﾀｰ無しでｾｯﾄします
	✻  を押して続けます

 注意
安全性についての章を参照  
w 6ﾍﾟｰｼﾞ以降

ｿﾌﾄｳｪｱ  
w お手入れ  
w 抽出ﾕﾆｯﾄのお手入れ  
50ﾍﾟｰｼﾞ
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抽出ﾕﾆｯﾄをﾊﾟｯｷﾝ交換の位置に移動させます。
	✻ 次の通知を待ちます
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り外します

ﾊﾟｯｷﾝ交換のｱﾆﾒｰｼｮﾝが流れます。
	✻ 古いﾊﾟｯｷﾝを取り出します
	✻ 新しいﾊﾟｯｷﾝを取り付けます
	✻  を押して続けます
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをﾌｨﾙﾀｰ無しでｾｯﾄします

抽出ﾕﾆｯﾄを通常の位置に戻します。
	✻ 次の通知を待ちます

	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り外します
	✻ ﾌｨﾙﾀｰをﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにｾｯﾄし直します
	✻ ﾌｨﾙﾀｰの付いたﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをｾｯﾄします

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｾﾝｻが、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰのｾｯﾄし直しとﾊﾟｯｷﾝ交
換が済んでいることを検知します。
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6 HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ
飲食店経営者には、来店するお客様が健康被害
のおそれにさらされることがないように、提供する
食品への注意が法的に義務付けられています。
危険の認識・判定のため、HACCP（Hazard Analysis 
Critical Control Points）ｸﾘｰﾆﾝｸｺﾝｾﾌﾟﾄの導入が
必要になります。このﾏｼﾝの使用場所でﾘｽｸ分析を
行うようにしてください。分析の目的は、食品衛生面
で危険な個所の確認と解消にあります。そのために
はﾓﾆﾀ ・ー検査工程を定め、実施する必要があります。
設置状態が適切で、お手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽ、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞが
正しく行われている場合、WMFｺｰﾋｰﾏｼﾝは上記の条
件を満たした状態となっています。ｺｰﾋｰﾏｼﾝのお手
入れとｸﾘｰﾆﾝｸﾞが適切になされていないと、飲料の
供給は食品衛生的に危険です。
取扱説明書、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの説明書、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄに基
づき、所定の定期的ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行ってください。

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟｯﾄﾞ
DI_info

 からは前回のｸﾘｰﾆﾝｸﾞのﾌ
ﾟﾛﾄｺﾙを呼び出すことができます。
USBﾊﾟｯﾄﾞ 

DI_usb

 から、HACCPｼﾞｬｰﾅﾙをｴｸｽﾎﾟｰﾄ
できます。
 

「1997年8月5日 食品衛生指令」

日常のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ評価に当社の
HACCPｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄをご活用
ください。

ﾋﾝﾄ
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7 ﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ除去
本ｺｰﾋｰﾏｼﾝは業務用のため、定期的にﾒﾝﾃﾅﾝｽとｶﾙｷ除
去作業が必要となりますのでご注意ください。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽは、ﾏｼﾝの実際の負荷と運転時間に応じて、 
ﾒｰｶｰのﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画に沿って行ってください。ﾏｼﾝの設
定によっては、指定のﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｻｲｸﾙを守る補助として、 
ﾊﾟﾈﾙの通知を有効にすることができます。ﾊﾟﾈﾙに通
知がない場合、少なくとも24か月ごとに安全関連部
品を点検して、必要に応じて交換を行ってください。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝは通知表示後も使用できますが、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの
機能異常や二次的な損傷を防ぐためにもお客様自
ら早めにﾒﾝﾃﾅﾝｽを行うか、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の実施を依頼
してください。

7.1 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
安全点検を必要とするため、ﾒﾝﾃﾅﾝｽは、WMF ｻｰﾋﾞｽ
または必要なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受けた作業員以外は行わ
ないでください。

7.2 WMF ｻｰﾋﾞｽ
WMF ｻｰﾋﾞｽにつきましては、お近くの修理ｾﾝﾀｰが不
明な場合は下記にお問い合わせください。

WMF GmbH
WMF Platz 1
D-73312 Geislingen（Steige）

ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ通知  
w ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項  
94ﾍﾟｰｼﾞ

重要！
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、修理などにつきまして
はお近くのWMF ｻｰﾋﾞｽまでお
問い合わせください。電話番号は
ｺｰﾋｰﾏｼﾝに貼ったﾗﾍﾞﾙと納品書に
記載されています。
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8 ﾒｯｾｰｼﾞと注意事項
8.1 操作上の通知

ｺｰﾋｰ豆を補充
	✻ ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰを補充（表示参照）
	✻ 確認：
•  ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸが解除されていますか？
w お手入れ

•  ｺｰﾋｰ豆がｽﾑｰｽﾞに落ちません。
	✻ 大きめのｽﾌﾟｰﾝでかき回して   で確定する

 

給水してください
	✻ 水道の栓を開き、確定する

 

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ空
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り外します
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にして再びｾｯﾄします

 

浄水ﾌｨﾙﾀを交換
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

浄水ﾌｨﾙﾀｰの取扱説明書を参照してください。 

ｴﾗｰは本取扱説明書で確認する
ｴﾗｰ番号の表示
 

WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
ｴﾗｰ番号の表示
 

ｻｰﾋﾞｽﾒｯｾｰｼﾞ
この通知がﾊﾟﾈﾙに表示されると、ｻｰﾋﾞｽ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽが
必要です。
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

ｴﾗｰ通知と不具合  
w 95 ﾍﾟｰｼﾞ

ｴﾗｰ通知と不具合  
w 95 ﾍﾟｰｼﾞ

ｻｰﾋﾞｽ通知は注意事項です。通常、
ｺｰﾋｰﾏｼﾝはそのままお使いいた
だけます。
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8.2 ｴﾗｰ通知と不具合
ｴﾗｰ通知が表示されたときや不具合発生時の基本
的手順は次の通りです。
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、数秒後もう一度ｽｲｯﾁを入
れる
	✻ ｴﾗｰが発生したときの操作を再試行

多くの場合、これによって不具合が解消され、正常
に作動させることができます。
この操作で解消できなかった場合：ｴﾗｰ表示または
ｴﾗｰ番号をもとに以下の表を参照して対応してくだ
さい。

それでも解消できないか表示されたｴﾗｰが記載され
ていない場合は、WMF ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください。

通知の中には個別機能が停止するものがあります。
ﾛｯｸされている飲料は、飲料ｷｰがｸﾞﾚｰに表示されま
す。有効な飲料ｷｰの飲料は供給できます。

WMF espresso NEXTには診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが装備され
ています。発生したｴﾗｰはﾊﾟﾈﾙ上に表示されます。表
示されるｴﾗｰ通知は、原因の一つに主電源の異常も
考えられます。
現在ｴﾗｰが発生しているか、管理責任者への注意事
項がある場合、ﾊﾟｯﾄﾞ   が表示されます。

	✻  をﾀｯﾁする
ｴﾗｰ通知およびｴﾗｰ番号が表示されます。
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ｵﾝ/ｵﾌｽｲｯﾁは押してから1秒経過後に反応し、
ｺｰﾋｰﾏｼﾝがｵﾌになります。
不具合の解消のため（ｿﾌﾄｳｪｱのﾌﾘｰｽﾞなど）、
ｵﾝ/ｵﾌﾎﾞﾀﾝを長押しして制御ｼｽﾃﾑの電源を
切ってください。次に、ｺｰﾋｰﾏｼﾝの電源を入れ
ます。
 

8.3 ｴﾗｰの是正
不具合図 対応

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰがﾛｯｸされ
ている（左/右）

これは、ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを取り除くのが早すぎると起きる可
能性があります。
注意。抽出ﾌｨﾙﾀｰが熱くなっています。
	✻ ﾌｨﾙﾀｰを反時計回り   に回して、抽出ﾕﾆｯﾄを取り
除きます
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰをﾌｨﾙﾀｰ無しでｾｯﾄします

抽出ﾕﾆｯﾄを開始位置に戻します。
重要。反対方向に回さないようにしてください。偶然
ﾛｯｸ部分が開くおそれがあります。 これにより、ﾎｰｽやﾊ
ﾟｯｷﾝ部分が破損する恐れがあります。
 

操作ﾊﾟﾈﾙ/ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ
が反応しない

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる
 

抽出が開始しない 	✻ 水道栓が開いているか確認してください
	✻ 空のﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰがｾｯﾄされているか確認してくだ
さい

 

9017
通常のｴﾗｰ、左

9543
通常のｴﾗｰ、右

	✻ 正しいﾌｨﾙﾀｰがﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにｾｯﾄされているか確認
してください
	✻ 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞが必要か確認してください
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切り、再び入れる

ｴﾗｰが解消されない場合
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

注意事項
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不具合図 対応

9516
左側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰがﾌﾞ
ﾛｯｸされている

	✻ 粉挽き目設定をﾒﾓに取ります
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰのﾛｯｸを外し、取り除きます
	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰを掃除機で空になるまで吸い取ります
	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾄﾞの挽き目を粗く設定
	✻ 豆ﾎｯﾊﾟｰをｾｯﾄし直し、ﾛｯｸします
	✻ 必要に応じてｺｰﾋｰ豆を投入します

w ｿﾌﾄｳｪｱ w ｼｽﾃﾑ w 挽き目設定、67ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ ｺｰﾋｰを供給します
	✻ ｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ稼働時に、粉挽き目を古い挽き目に設定
します

ｴﾗｰが解消されない場合
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

9517
右側のｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰがﾌﾞ
ﾛｯｸされている

9560/9561
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの粉ｺｰﾋｰ
が少なすぎる（左/右）

	✻ 正しいﾌｨﾙﾀｰがﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにｾｯﾄされているか確認
してください
	✻ 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞします
	✻ 抽出ﾕﾆｯﾄをｸﾘｰﾆﾝｸします（゙手作業）
	✻ 最後に供給した飲料のﾚｼﾋﾟでｺｰﾋｰの粉量を0.1ｸﾞﾗ
ﾑ毎に増やします

ｴﾗｰが解消されない場合
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡
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不具合図 対応

9562/9563
ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰの粉ｺｰﾋｰ
が多すぎる（左/右）

	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが前回の抽出後に空になっているか確
認してください
	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰを空にします
	✻ 正しいﾌｨﾙﾀｰがﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰにｾｯﾄされているか確認
してください
	✻ 飲料準備毎にﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰが空になっているか確認
してください
	✻ 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞします
	✻ ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰを定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞします

w お手入れ w ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀｰﾌｨﾙﾀｰﾘﾝｽ w 80ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 抽出ﾕﾆｯﾄをｸﾘｰﾆﾝｸします（゙手作業）
w お手入れ w 抽出ﾕﾆｯﾄのｸﾘｰﾆﾝｸ（゙手作業）、82ﾍﾟｰｼﾞ

	✻ 最後に供給した飲料のﾚｼﾋﾟでｺｰﾋｰの粉量を0.1ｸﾞﾗ
ﾑ毎に減らします

ｴﾗｰが解消されない場合
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ WMF ｻｰﾋﾞｽに連絡

 

F161
最低流量が足りない

	✻ ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰと抽出ﾌｨﾙﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞします
	✻ 給水してください

 

F164
熱湯供給の最低流量
が足りない

	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを切ります
	✻ 熱湯供給ﾉｽﾞﾙを取り外し、ﾌｨﾙﾀｰをｸﾘｰﾆﾝｸﾞします

注意！熱湯！
	✻ 給水してください
	✻ ｺｰﾋｰﾏｼﾝのｽｲｯﾁを入れる
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9 安全性と保証
9.1 ｺｰﾋｰﾏｼﾝに対する危険

取扱説明書を確認
注意事項に従わずに起きた損傷については、
保証対象外となります。
設置・使用条件を守ってください。

設置場所
•  設置場所には必ず乾燥した水の飛び散ら
ない場所を選んでください。

•  ｺｰﾋｰﾏｼﾝからは常に少量の凝縮水や水、 
蒸気が流れ出る可能性があります。

>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝを屋外で使用しないでください。
>  ｺｰﾋｰﾏｼﾝは水しぶきがかからない場所に設
置してください。

> 設置面への損傷を防ぐため、ｺｰﾋｰﾏｼﾝは必
ず防水性があり、熱に強い敷物の上に設置
してください。

ｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞ
•  異物が混入するとｺｰﾋｰｸﾞﾗｲﾝﾀﾞが破損す
るおそれがあります。このような損傷は保
証対象外となります。

> 従って、ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰに異物が混入し
ないように注意してください。

 

重要
保証の章に注意  
w 104ﾍﾟｰｼﾞ以降
設置と使用環境  
w 安全性  
18ﾍﾟｰｼﾞ以降
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ｺｰﾋｰﾏｼﾝの技術的ﾄﾗﾌﾞﾙや損傷を避けるために、以
下の注意事項に従ってください：
•  5 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、WMF
浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。WMFｻｰﾋﾞｽが推奨
する浄水ﾌｨﾙﾀｰを使用しないと、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを破損す
るおそれがあります（ｶﾙｷ付着など）。

•  安全を確保するために、業務終了時には必ず主
電源ｽｲｯﾁを切るか電源ﾌﾟﾗｸﾞを抜いてください。
水道水接続がある機械の場合、水道のﾒｲﾝｺｯｸは
閉じていなければなりません。

•  損傷を防ぐために、以下の対策を推奨します：
-  水道に適切な水検出器を取り付ける
-  煙感知器の取り付け

•  一定期間運転しなかった場合（何日/何週間も）は、
改めて試運転調整を行う前に、2回以上「抽出ﾕﾆｯ
ﾄのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ」を実施します。

ｼｽﾃﾑｸﾘｰﾆﾝｸﾞ  
w お手入れ  
w ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  
74ﾍﾟｰｼﾞ
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9.2 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
製造者：WMF GmbH, 
73312 Geislingen（Germany）
本機はMRL（MD）指令2006 / 42 / EC、EMC 指令 
2014/30/EU および RoHS 2011 / 65 / EU に関連する
全ての指令に準拠しています。
上述の製造者はこのﾏｼﾝがこれらのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに関
連する全ての指令を遵守していることを宣言します。
当社の許可なしに装置に変更や改造を加えると、こ
の解説は有効性を失うものとします。技術関連資料
の作成：WMF GmbH.
本機には適合解説書の原本が同梱されています。
本機にはCEﾏｰｸが付与されています。
本機は現行のﾄﾞｲﾂ食品および飼料法記録（LFGB）、
ﾄﾞｲﾂ消費財条例（BedGgstV）、EU10 / 2011、EC規則
1935 / 2004に準拠しています。
適正な目的で使用する場合、本機による健康被害
のおそれや、不当な危険はありません。
使用される材料および原材料は、ﾄﾞｲﾂ消費財条
例および欧州委員会（EU）規則No.10/2011に準拠し
ています。
欧州以外の国ではその国で指定される条件が適用
されます。
本機は電気電子機械廃棄物指令（WEEE 2012/19/
EU）により、一般廃棄物としての廃棄が禁止され
ています。
EC規則No. 1935/2004に準拠したﾄﾚｲｻﾋﾞﾘﾃｨを確立
し、EC規則No. 2023/2006に準拠した製造管理およ
び品質管理に関する基準による製造を確実に行う
ことを、当社は保証いたします。

廃棄の際には、WMF ｻｰﾋﾞｽま
でお問合せください。
連絡先  
w 93ﾍﾟｰｼﾞ
管理責任者の義務、廃棄の章に
ご注意ください。  
w 102ﾍﾟｰｼﾞ以降



102 取扱説明書 WMF espresso NEXT

安全性と保証

9.3 管理責任者の義務
ﾏｼﾝの管理責任者は、WMF のｻｰﾋﾞｽ技術者、WMF の
依頼を受けた技術者、またはその他の権限を有す
る技術者による定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽと、安全に関する装
置の点検を手配しなければなりません。
ｻｰﾋﾞｽ領域へのｱｸｾｽが認められているのは、特に安
全性や衛生面に関する本機の知識・経験が豊富なｽ
ﾀｯﾌのみとなっています。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝは、支障なくお手入れやﾒﾝﾃﾅﾝｽを行える場
所に、管理責任者が設置してください。
事務所やﾌﾛｱでの使用など、ｾﾙﾌｻｰﾋﾞｽでｺｰﾋｰﾏｼﾝを
ご使用になる場合は、操作方法を心得たｽﾀｯﾌがｺｰﾋ
ｰﾏｼﾝを管理しなければなりません。ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを受け
たｽﾀｯﾌがお手入れ措置を守っていることを確認し、
利用上の質問に対応するようにしてください。
ﾏｼﾝを使用する施設の電気設備と運転設備が使用
地域の規定に準拠していることを、管理責任者は確
認しなければなりません（ﾄﾞｲﾂ法的損害保険組合規
定3など）。ｺｰﾋｰﾏｼﾝを安全にお使いいただくために
は、特にｾｰﾌﾃｨﾊﾞﾙﾌﾞと圧力容器の定期的な点検が
必要です。
これらの措置はWMFｻｰﾋﾞｽ、またはWMFが権限を
与えたｻｰﾋﾞｽ技術者によって、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ作業の一環とし
て行なわれます。
ﾏｼﾝのｸﾘｰﾆﾝｸﾞには、必ずWMFの指定によるｺｰﾋｰﾏｼﾝ
用のWMF特殊洗剤（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ）とﾐﾙｸｼｽﾃﾑ用のWMF特
殊洗剤（液体）をご使用ください。
装置のｶﾙｷ除去はWMFｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱにお任せくだ
さい。
ﾒﾝﾃﾅﾝｽのｻｲｸﾙと頻度につきましては製造者が定め
る内容（w ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）に従ってください。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ頻度の概要  
w 73ﾍﾟｰｼﾞ
HACCP  
w 91ﾍﾟｰｼﾞ

WMF特殊ｶﾙｷ除去剤  
w ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ  
108ﾍﾟｰｼﾞ
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業務用ｺｰﾋｰﾏｼﾝの適切な廃棄方法についてご質問
等ございましたら、販売店（WMF子会社、WMF販売
店、またはｶﾞｲｽﾘﾝｹﾞﾝ（Geislingen）のWMF GmbH本
社）までお問い合わせください。
ｺｰﾋｰﾏｼﾝを譲渡または廃棄される場合には事前に、
CoffeeConnectﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑにご登録の個人情報をお
客様の責任で削除していただきますようお願いい
たします。（ﾃﾞｰﾀ保護）
旧装置を廃棄する前に、当該装置に保存されている
個人ﾃﾞｰﾀを消去してください。

廃棄の際には、WMF ｻｰﾋﾞｽま
でお問合せください。
連絡先  
w 93ﾍﾟｰｼﾞ
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9.4	 保証請求

取扱説明書を確認
•	 注意事項に従わずに起きた損傷について
は、保証対象外となります。

>	設置・使用条件を守ってください。
	

購入者への保証の有無と、購入者への保証がある
場合の保証条件は、購入者と販売者の間の取り決
めによって定められるものとします。本取扱説明書
の指示を無視して損傷が起きた場合は、保証の対象
とはなりません。

保証対象外となるのは：
•	 日常的な使用で消耗する部品全般。ﾊﾟｯｷﾝ、ﾐｷｻｰ、
抽出ﾕﾆｯﾄなどもこれに含まれます。

•	 天候の影響、ﾎﾞｲﾗｰのｶﾙｷ堆積、化学的/物理的/電
気化学的/電気的影響による不具合。

•	 現場の水の硬度により浄水ﾌｨﾙﾀの使用が必要
であるにもかかわらず、浄水ﾌｨﾙﾀを使用しないで
不具合に至った場合。

•	 本機の取り扱い、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、お手入れに関する規定
（取扱説明書やﾒﾝﾃﾅﾝｽ指示など）に従わなかっ
たことにより生じた不具合。

•	 WMF純正ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂを使用しない場合や、ﾏｼﾝが
購入者か第三者によって不適切に取り付けられ
ている場合、あるいは不適切または充分な注意
をともなわない取り扱いの結果として生じた不具
合。

•	 購入者、または第三者によるWMF	の許可を伴わ
ない不適当なﾏｼﾝ修理、改造、調整の結果生じた
不具合。

•	 取扱説明書に記述された用途以外の使い方をし
た結果生じた不具合。

重要
設置と使用環境  
w 安全性  
18ﾍﾟｰｼﾞ以降

重要
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ  
w 93ﾍﾟｰｼﾞ
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付録：ﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

ｺｰﾋｰﾏｼﾝのﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｰﾀ

外寸 幅790.4 mm
高さ597 mm
奥行523 mm （ｶｯﾌﾟ台を留めた場合 591 mm）

ｺｰﾋｰ豆ﾎｯﾊﾟｰ 約550 g （外付け: 約1,400 g） (1

空重量 約75 kg

水道 TW15（DN 15、少なくとも DN 6 または 1/4 ｲﾝﾁ）ﾒ
ｲﾝﾛｯｸｺｯｸとﾌｨﾙﾀ（ﾒｯｼｭ幅0.08 mm）付きのﾎｰｽ接続
（現場側で用意）。（2
2 l/min（低圧）で少なくとも 0.05 MPa（ 0.5 bar）
の水圧。2  l/min（標準）で少なくとも 0.3 MPa
（3 bar）の水圧。最高水圧0.6 Mpa（6 bar）。最大
供給温度 35 °C。新品のｺｰﾋｰﾏｼﾝおよび/または
浄水ﾌｨﾙﾀｰに付属しているﾎｰｽｾｯﾄを使用すること。
使い古したﾎｰｽは再使用しないでください。

水質 5 °dKH（炭酸硬度）以上の飲料水向けには、WMF
浄水ﾌｨﾙﾀｰをご使用ください。

排水ﾊﾟｲﾌﾟ ﾎｰｽはDN 19以上、最低傾斜は2 cm/m

NNを超える高さでの使用 < 2, 000 m

予告なく仕様変更することがあります。
(1 ｶｯﾌﾟ容量はｺｰﾋｰ豆のｻｲｽﾞによって変化します。 
(2 ｺｰﾋｰﾏｼﾝの給水接続には本規格（IEC 60335–2-75）が適用されています。ご

使用になる地域で定められた追加の規定がある場合には、これに従ってくだ
さい。EU圏外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用されている規格
の遵守をﾁｪｯｸしなくてはなりません。
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定格消費電力 4.2 kW

電圧 200 V
50 / 60 Hz、（2 / PE）

照明 LED

保護等級 IP X0

保護等級 保護等級 I

定格圧力 ﾎﾞｲﾗｰ 0.25 MPa（2.5 bar）

連続騒音ﾚﾍﾞﾙ（Lpa） < 70 dB（A）

周辺温度 +5 °C ～ +35°C 
（寒いときは凍結防止のため水抜き）。（3

最高湿度 相対湿度80％、結露なし。
屋外での使用は禁止。

設置面/水しぶき 本機は必ず水平で安定した、防水性と耐熱性を
備えた敷物の上に設置すること。
本機洗浄に放水は使用しないこと。ﾏｼﾝは水しぶ
きがかからない場所に設置してください。水ﾎｰｽ、
ｽﾁｰﾑ噴射器、ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ等で散布・ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行う
場所には、本機を設置しないこと。

予告なく仕様変更することがあります。
（3 空にする作業はWMF ｻｰﾋﾞｽのみが行えます。
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取り付け時の間隔 機能上、およびｻｰﾋﾞｽ・安全上の理由から、ﾏｼﾝの
側面は壁もしくは非WMF製ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄから50 mm
以上離して設置してください。背面では50 mm
以上の安全距離が必要です。ｺｰﾋｰﾏｼﾝの前に
800 mmの最小作業ｽﾍﾟｰｽを設けることを推奨し
ます。ﾎｯﾊﾟｰの上に200 mm以上の空間を設ける
ことを推奨します。床面からﾏｼﾝ設置面までは最
低850 mmの高さを確保すること。ｺｰﾋｰﾏｼﾝの各
種接続をﾏｼﾝ下からｶｳﾝﾀｰに通す場合、ﾗｲﾝ敷設に
必要になるｽﾍﾟｰｽに注意してください。敷設するﾗ
ｲﾝによってﾏｼﾝ下の利用可能な空間が制限される
場合があります。

浄水ﾌｨﾙﾀの取り付け寸法 浄水ﾌｨﾙﾀの取扱説明書を参照してください。

予告なく仕様変更することがあります。

上記の電気接続基準と引用されている規格は、EU各国にてｺｰﾋｰﾏｼﾝの接続規格
として適用されます。ご使用になる地域で定められた追加の規定がある場合に
は、これに従ってください。EU圏外では、ｺｰﾋｰﾏｼﾝを市場で販売する業者が、引用
されている規格の遵守をﾁｪｯｸしなくてはなりません。

現場の電気設備は IEC 60364 規格に準拠して国が指定する規則に従い配備さ
れ、また、機銘板に記載される仕様情報に対応していなければなりません。
本機のそばの、支障なくｱｸｾｽできる場所に、単相電源の場合Schukoﾌﾟﾗ
ｸﾞｿｹｯﾄか使用国の基準の単相ｿｹｯﾄを、三相電源の場合は、DIN EN 50310 
VDE 0800–2-310に準拠した5極CEE / CEKONｿｹｯﾄか使用国基準の多極ｿｹｯﾄを
用意してください。ﾌﾟﾗｸﾞｿｹｯﾄはお客様側でご用意ください。主電源ｹｰﾌﾞﾙが高
温になった部品に接触しないようにお気をつけください。本機の主電源ｹｰﾌﾞﾙ
が損傷した場合は、危険防止のためにWMFＦｻｰﾋﾞｽｴﾝｼﾞﾆｱか同等の資格を有
するｽﾀｯﾌが交換を行ってください。

会計ｼｽﾃﾑと接続して使用する場合、機械間の等電位化電流によって生じる可
能性のあるﾃﾞｰﾀｹｰﾌﾞﾙのｼｰﾙﾄﾞ線の不具合を防ぐため、追加の等電位化処理
を行うようにしてください（DIN EN 50310 VDE 0800–2-310を参照）。
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付録：ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ

数量 単位 名称 注文番号
WMF ｹｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
1 ﾊﾟｯｸ WMF ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾀﾌﾞﾚｯﾄ（100個） 33 2332 4000
1 ﾎﾞﾄﾙ WMFﾐﾙｸｼｽﾃﾑ ｸﾘｰﾅｰ、2L、AutoCleanﾐﾙｸ 33 4321 2000
1 個 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用ﾌﾞﾗｼ 33 0350 6000
1 個 抽出ﾕﾆｯﾄ用ﾌﾞﾗｼ 33 1475 4000
1 個 粉ｺｰﾋｰｼｭｰﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用ﾌﾞﾗｼ 33 4072 5000
1 個 ｽﾁｰﾏｰ用ﾌﾞﾗｼ 33 2393 1000
1 個 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ容器 33 2593 6000
1 個 ﾌﾀ、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞｺﾝﾃﾅ 33 2593 7100

ｾｯﾄﾄﾚｰ
1 個 ﾉｯｸﾎﾞｯｸｽﾛｯﾄﾞ 33 4080 3200
1 個 ﾌｯﾀｰ 33 2803 6000

ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ S、ｼﾝｸﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4744 1000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M、ｼﾝｸﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4744 2000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ M、ﾀﾞﾌﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4744 3000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ XL、ｼﾝｸﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4744 4000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ XL、ﾀﾞﾌﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4744 5000
1 個 ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝｲﾝｻｰﾄ 33 2681 3000
1 個 抽出ｼｰﾌﾞ S 33 2672 7000
1 個 抽出ｼｰﾌﾞ XL 33 4092 5000
1 個 抽出ｼｰﾌﾞ M 33 2672 6000
1 個 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾀｰ 33 2684 0000
1 個 ｼｰﾌﾞﾎﾙﾀﾞｰ 33 2675 5000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰ ｸﾞﾘｯﾌﾟﾊﾟｰﾂ、黒 33 4466 4000
1 個 ｲﾝｻｰﾄ ｸﾞﾘｯﾌﾟﾊﾟｰﾂ 33 4466 5000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄﾞ、S 33 4416 1000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄﾞ、M 33 4416 2000
1 個 ﾎﾟｰﾀﾌｨﾙﾀｰﾍｯﾄﾞ、XL 33 4416 3000
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付録：ｱｸｾｻﾘとｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ

数量 単位 名称 注文番号
ｽﾁｰﾑ供給
1 個 ｼﾝｸﾞﾙﾉｽﾞﾙ 33 4427 1000
1 個 ﾀﾞﾌﾞﾙ供給口 33 4427 2000
1 個 ﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙのﾊﾝﾄﾞﾙ 33 4466 7000
1 個 ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙのﾊﾝﾄﾞﾙ 33 2071 9000

ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄ
1 個 ｽﾁｰﾑｼﾞｪｯﾄﾌﾙｽﾁｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ 33 4439 4000

ｱｸｾｻﾘｰ
1 個 ﾐﾙｸｼﾞｬｸﾞ  33 4122 8000
1 個 PEEK製ｵｰﾄｽﾁｰﾑ 33 2658 7100
1 個 ｸﾛﾑ製ｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ 33 2658 7000
1 個 Oﾘﾝｸﾞとﾍﾞｰｼｯｸｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙｲﾝｻｰﾄ 33 0398 4000
1 個 Oﾘﾝｸﾞとｵｰﾄｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙｲﾝｻｰﾄ、通常 33 1580 3000

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ
1 個 WMF espresso NEXT文書一式 33 4489 0060

本取扱説明書は各種言語でご用意しております。
w https://coffeeconnect.wmf.com からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください
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